
吐
蕃
支
配
下
敦
煙
の
漢
人
部
落

　
　
　
　
　
　
　
　
①

行
人
部
落
を
中
心
に
ー
ー

岩

尾

一

史

門
要
約
】
　
本
稿
の
目
的
は
、
吐
蕃
の
支
配
下
に
入
っ
た
血
煙
に
、
ど
の
よ
う
な
支
配
体
制
が
置
か
れ
た
の
か
を
解
明
し
、
そ
こ
か
ら
吐
蕃
支
配
の
あ
り
方

を
探
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
ず
、
吐
蕃
勢
力
に
よ
り
敦
煙
に
置
か
れ
た
部
落
の
一
つ
、
行
人
部
落
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
従
来
、
使
者
の
任
務
を
担
う
部
落

と
解
釈
さ
れ
、
古
チ
ベ
ッ
ト
語
の
鎚
き
同
舞
、
富
号
に
同
定
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
れ
は
問
違
い
で
あ
り
、
む
し
ろ
お
。
侮
ぽ
覧
。
。
山
Φ
、
つ
ま
り
軍
戸
～
般
を

指
す
語
で
あ
る
。
次
に
、
「
逃
亡
部
落
」
と
い
う
語
自
体
が
史
料
中
に
現
れ
な
い
こ
と
、
代
わ
り
に
行
人
部
落
と
対
に
な
っ
て
現
れ
る
三
聖
部
落
（
q
母

醤
、
紳
ω
号
）
が
敦
燈
に
お
け
る
塾
舎
部
落
で
あ
る
こ
と
を
確
か
め
る
。
最
後
に
周
辺
地
域
支
配
の
変
遷
を
み
る
。
被
支
配
民
は
、
ま
ず
民
戸
と
し
て
登
録

さ
れ
、
そ
し
て
後
に
そ
の
一
部
が
軍
戸
と
し
て
選
出
さ
れ
た
。
つ
ま
り
周
辺
地
域
に
お
い
て
は
民
戸
が
大
多
数
を
占
め
た
の
で
あ
り
、
そ
し
て
二
野
全
域

を
カ
バ
ー
し
た
民
戸
部
落
が
「
綜
綿
部
落
」
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
八
穴
巻
四
号
　
二
〇
〇
三
年
七
月

吐蕃支配下敦燈の漢人部落（岩尾）

は
　
じ
　
め
　
に

河
西
回
廊
の
諸
寺
市
中
で
は
最
も
遅
い
年
、

　
　
　
②

七
八
六
年
か
ら
、

張
義
潮
が
決
起
し
帰
義
軍
政
権
を
打
ち
立
て
る
八
四
八
年
ま
で
の
お
よ
そ
六

○
年
間
、
嘉
瑞
、
つ
ま
り
当
時
の
沙
州
は
吐
蕃
の
支
配
下
に
あ
り
、
そ
の
間
に
使
用
さ
れ
た
チ
ベ
ッ
ト
語
、
漢
語
文
書
は
、
他
期
の
文
書
と
共

に
蔵
経
洞
に
保
存
さ
れ
現
在
に
伝
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
質
・
量
と
も
に
第
～
級
の
史
料
群
、
敦
焼
文
書
の
お
陰
で
我
々
は
、

ま
と

ま
っ
た
史
料
が
残
ら
な
か
っ
た
吐
蕃
中
央
や
そ
の
他
広
大
な
支
配
地
域
に
比
べ
、
血
煙
と
そ
の
周
辺
地
域
に
つ
い
て
最
も
詳
細
に
知
る
こ
と
が

（473）ユ



出
来
る
の
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
こ
の
時
期
敦
焼
に
敷
か
れ
た
支
配
体
制
を
知
る
こ
と
に
よ
り
、
い
ま
だ
明
ら
か
に
な
っ
た
と
は
言
い
難

い
吐
蕃
国
家
自
体
に
つ
い
て
も
知
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
吐
蕃
支
配
期
の
敦
煙
を
研
究
す
る
意
義
の
～
つ
が
あ
る
と
雷
い
得

る
。　

敦
焼
を
は
じ
め
と
す
る
河
西
地
域
を
支
配
す
る
に
あ
た
っ
て
も
、
一
般
の
罠
は
吐
蕃
中
央
と
同
じ
く
軍
戸
（
お
鼠
）
と
民
戸
（
α
q
受
毎
σ
Q
）
に

分
け
ら
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
が
、
彼
ら
は
幾
つ
か
の
「
千
戸
」
ω
8
茜
ω
α
Φ
ま
た
は
「
人
戸
」
段
巴
①
、
つ
ま
り
漢
語
文
書
に
現
れ
る
「
部
落
」

に
よ
り
統
治
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
ら
部
落
の
う
ち
の
一
つ
に
行
人
部
落
と
呼
ば
れ
る
組
織
が
あ
る
。
こ
れ
が
チ
ベ
ッ
ト
語
文
書
の
曳
き
諺
ゆ
、
一

ω
号
の
対
訳
で
あ
り
、
そ
の
職
掌
が
「
往
来
を
事
と
す
る
者
」
で
あ
る
こ
と
は
、
藤
枝
晃
氏
が
比
定
し
て
以
来
疑
う
者
は
お
ら
ず
、
現
在
に
お

い
て
は
常
識
と
化
し
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
比
定
は
藤
枝
氏
本
人
も
記
す
よ
う
に
あ
く
ま
で
も
推
定
で
あ
り
、
決
定
案
で
は
な
い
。
ま
た

「
行
人
」
に
関
し
て
は
、
帰
義
軍
期
に
「
行
人
転
結
」
と
い
う
書
式
を
も
つ
文
書
群
が
存
在
す
る
が
、
こ
こ
で
言
う
行
人
が
何
を
指
す
の
か
を

め
ぐ
っ
て
も
、
議
論
は
決
着
し
て
い
な
い
。
要
す
る
に
我
々
は
敦
燵
に
お
け
る
行
人
に
つ
い
て
未
解
決
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ

れ
を
解
決
す
る
の
が
本
稿
の
目
的
の
一
つ
で
あ
る
。

　
一
方
吐
蕃
史
か
ら
見
た
場
合
、
行
人
、
行
人
部
落
と
い
う
術
語
が
内
包
す
る
問
題
は
、
単
に
敦
焼
地
方
に
お
け
る
局
地
的
な
も
の
に
は
と
ど

ま
ら
ず
、
実
は
吐
蕃
の
支
配
体
制
、
特
に
軍
戸
一
民
戸
制
に
直
接
つ
な
が
っ
て
い
る
。
行
人
を
足
が
か
り
と
し
て
吐
蕃
の
支
配
体
制
の
一
斑
を

解
明
す
る
こ
と
を
試
み
る
、
そ
れ
が
本
稿
に
お
け
る
も
う
｝
つ
の
目
的
で
あ
る
。

2　（474）

①
内
容
の
一
部
を
中
央
ア
ジ
ア
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
二
〇
〇
二
年
三
月
三
〇
日
、
於

　
大
阪
大
学
）
に
て
発
表
し
た
際
、
有
益
な
ご
教
示
を
賜
っ
た
諸
先
生
に
、
ま
た
草

　
稿
段
階
で
臣
を
通
し
て
頂
き
ア
ド
ヴ
ァ
イ
ス
を
賜
っ
た
神
戸
市
外
国
語
大
学
教
授

　
武
内
紹
入
氏
に
、
併
せ
て
謝
す
。

②
沙
州
陥
落
の
年
次
を
巡
っ
て
は
諸
説
あ
っ
た
が
、
現
在
七
八
六
年
説
を
以
て
決

　
着
し
て
い
る
。
上
山
～
九
九
〇
、
二
五
…
三
二
頁
の
簡
便
な
研
究
史
を
参
照
。
た

　
だ
し
、
七
六
〇
年
代
に
陥
落
し
た
と
い
う
新
説
が
最
近
発
表
さ
れ
た

　
（
頃
O
H
一
Φ
ヨ
g
9
昌
P
悼
O
O
ト
つ
）
。



吐蕃支配下敦燈の漢人部落（岩尾）

　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
コ
く
鋤
コ
「
つ
。
．
一
ω
Ω
⑦
と
行
人
部
落

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
u
団
選
巨
鋤
、
一
ω
儀
Φ
（
以
下
、
ニ
ェ
ン
ナ
部
落
）
は
、
A
・
ス
タ
イ
ン
が
ミ
ー
ラ
ー
ン
の
砦
跡
か
ら
将
来
し
た
一
チ
ベ
ッ
ト
語
紙
文
書

ζ
．
H
．
×
×
＜
一
一
一
b
O
G
。
①
に
現
れ
る
。
は
じ
め
に
こ
の
文
書
に
注
目
し
た
の
は
ト
ー
マ
ス
氏
同
お
牙
艮
。
パ
乏
畠
日
げ
。
臼
霧
で
あ
る
。
彼
は
そ
の
著
作

↓
げ
。
ヨ
霧
一
り
窪
の
中
で
こ
の
文
書
に
訳
注
を
施
し
て
い
る
が
、
そ
の
際
に
ニ
ェ
ン
ナ
部
落
に
着
目
し
、
ニ
ェ
ン
ナ
（
昌
《
餌
ロ
5
鋤
）
は
「
使
者
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

の
意
味
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
、
．
ヨ
Φ
鴇
窪
α
q
巽
蝕
訟
臨
。
昌
．
、
と
訳
し
た
。

　
そ
の
後
、
藤
枝
晃
氏
が
こ
の
文
書
に
注
目
し
、
ち
ょ
う
ど
吐
蕃
支
配
期
の
敦
焼
漢
語
文
書
に
現
れ
る
「
行
人
部
落
」
と
一
致
す
る
の
で
は
な

　
　
　
　
　
　
③

い
か
と
提
案
し
た
。
何
故
な
ら
、
「
行
人
」
は
漢
語
の
普
通
の
表
現
か
ら
見
た
と
き
「
往
来
を
業
と
す
る
者
」
の
意
で
あ
る
こ
と
、
ニ
ェ
ン
ナ

部
落
所
属
の
人
員
が
漢
人
ら
し
き
こ
と
、
さ
ら
に
こ
の
人
物
が
使
者
の
リ
ー
ダ
ー
ら
し
い
こ
と
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
論
考
が
発
表
さ
れ

て
か
ら
今
に
い
た
る
ま
で
、
氏
の
提
案
は
特
に
反
対
意
見
も
な
く
学
界
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
関
係
史
料
や
、
先
学
の
知
り
得
な

か
っ
た
新
史
料
も
交
え
て
慎
重
に
検
討
し
て
み
る
と
、
実
際
に
は
チ
ベ
ッ
ト
語
の
「
ニ
ェ
ン
ナ
の
部
落
」
と
漢
語
の
「
行
人
部
落
」
は
、
そ
れ

ぞ
れ
全
く
異
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
の
で
あ
る
。
以
下
、
ま
ず
ニ
ェ
ン
ナ
部
落
に
つ
い
て
、
次
に
行
人
部
落
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
検

討
し
て
み
よ
う
。

（
1
）
　
ニ
ェ
ン
ナ
部
落

　
ζ
’
H
■
×
×
益
一
．
O
O
ω
①
は
、
残
念
な
が
ら
右
端
と
下
端
が
破
れ
て
い
る
た
め
細
部
の
文
意
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
。
以
下
、

部
分
の
み
訳
出
し
て
み
よ
う
。

　
　
　
8
δ
昌
巨
。
。
げ
。
び
浮
㊤
号
品
げ
び
巳
冨
σ
N
冨
二
越
し
・
け
。
。
o
σ
q
。
。
唱
叫
ω
＼
＼
側
σ
q
§
。
・
冨
爵
簿
。
§
σ
Q
ω
冨
ず
Φ
ω
［

　
　
一
π
冨
誘
σ
Q
お
誘
冨
○
α
q
ω
8
＼
＼
冨
。
曙
p
同
ぼ
σ
q
ぼ
σ
q
ω
証
お
。
。
o
σ
q
。
・
匡
。
お
℃
冨
窪
σ
q
¢
o
H
、
σ
q
¢
山
露
σ
q
お
。
ヨ
写
き
［

関
係
す
る

3 （475）



三
”
超
釜
α
Q
も
・
自
誓
紆
。
。
σ
q
ω
け
。
傷
σ
q
覧
a
⑩
ヨ
。
σ
q
ξ
Φ
ヨ
［
．
匙
ご
き
α
q
越
習
§
、
二
号
び
8
σ
q
鐵
ざ
α
q
量
ω
こ
ω
7
巴
琶
、
貯
。
げ
。
ぎ
冨
畠
［

四
　
σ
q
銭
匹
Φ
び
ω
巴
①
げ
し
。
撃
ω
p
鴇
σ
Q
ω
ω
西
口
α
q
＼
犀
惹
。
β
［
芽
費
貫
け
ω
碧
巻
口
。
巴
9
ヨ
。
乱
し
。
8
＼
．
酔
践
巴
び
p
α
q
・
誘
二

　
　
（
後
　
　
略
）

　
　
　
一
　
論
ツ
ォ
シ
ェ
ル
と
論
う
シ
ェ
ル
等
が
、
十
一
一
月
…
日
に
［

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
　
一
π
御
印
を
押
し
て
【
使
者
、
ガ
イ
ド
に
命
令
を
与
え
る
。
】
使
者
・
「
代
宣
人
」
（
量
σ
q
ぎ
α
Q
。
。
）
・
ポ
ー
タ
ー
で
あ
る
ド
ン
テ
ン
・
ド
ル
グ
（
嵐
o
p
σ
q

　
　
　
℃
訂
Φ
口
σ
q
、
餌
o
H
、
α
Q
¢
）
と
ガ
イ
ド
の
…
…
【
が
】
［

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
　
三
一
放
逐
さ
れ
た
人
の
～
団
（
名
謹
σ
q
ω
臼
覧
し
。
号
）
で
あ
る
上
手
チ
ョ
ク
部
落
の
莫
キ
ェ
ム
ド
と
、
ニ
ェ
ン
ナ
部
落
の
彰
ラ
ク
の
一
一
人
を
、
ツ
ェ
ル
チ

　
　
　
　
門
軍
管
区
】
の
小
ノ
ブ
［

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
　
四
”
σ
q
鋤
馬
き
ち
ん
と
（
。
。
｝
Φ
ぴ
。
。
ω
｝
Φ
ぴ
。
。
）
追
い
立
て
て
、
瓜
州
州
軍
管
区
】
・
カ
ル
ツ
ェ
ン
（
勤
涼
州
）
【
軍
管
区
】
ま
で
至
る
。
糧
食
を
…
…
ヤ
ル
、
［

　
　
　
　
　
（
後
　
　
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鼠
・
り
×
×
＜
聾
b
O
G
。
①
写
”
日
臣
。
ヨ
霧
遍
締
℃
ζ
き
Q
建
一
勺
■
ω
O
。
。
p
ρ
母
ω
、
録
一
↓
げ
。
日
霧
ご
曾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
℃
．
㎝
押
O
S
ミ
b
。
や
誠
一
ぎ
6
同
ω
、
訳
”
6
ぎ
臼
器
6
訟
℃
や
0
マ
認
）

　
略
部
に
は
使
者
が
携
帯
す
る
物
品
、
各
駅
に
着
い
た
と
き
の
支
給
品
、
伝
送
の
際
の
注
意
が
記
さ
れ
て
い
る
。
内
容
か
ら
見
て
使
者
に
与
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

ら
れ
た
命
令
書
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
は
当
該
文
書
の
上
左
端
に
押
さ
れ
た
方
形
の
公
印
か
ら
も
そ
れ
は
確
認
で
き
る
。

吐
蕃
の
公
印
は
そ
の
機
能
が
文
字
と
図
柄
両
方
で
示
さ
れ
る
が
、
こ
の
印
影
も
同
様
で
下
に
文
字
、
上
に
図
柄
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
写
真

か
ら
確
認
で
き
る
。
O
霞
一
の
写
真
を
見
る
と
、
残
念
な
が
ら
文
字
は
既
に
判
読
出
来
な
い
も
の
の
図
柄
は
馬
に
乗
っ
た
兵
士
で
あ
る
こ
と

　
　
　
⑨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

が
分
か
る
。
一
方
ス
タ
イ
ン
将
来
の
愛
煙
チ
ベ
ッ
ト
語
文
書
く
。
ピ
㎝
①
｛
。
回
■
ω
恥
に
印
章
の
図
柄
解
説
と
お
ぼ
し
き
文
章
が
残
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
中
に

4 （476）



吐蕃支配下敦煙の漢人部落（岩尾）

　
　
．
O
鐸
ぎ
9
露
σ
q
同
雛
α
Q
ω
ξ
囲
喜
望
鋤
σ
q
お
誘
巴
絶
冨
鋤
お
饗
α
q
霧
＼

　
　
　
　
伝
送
　
の
　
徴
の
　
　
　
公
印
は
、
　
駆
け
る
人
馬
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

と
あ
る
。
そ
こ
で
、
問
題
の
文
書
は
「
伝
送
」
の
文
書
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
の
で
あ
る
。

　
更
に
、
妻
女
県
文
化
館
所
蔵
の
一
チ
ベ
ッ
ト
語
文
書
（
以
下
、
「
飛
鳥
使
文
書
」
）
が
同
種
の
文
書
で
、
ほ
ぼ
共
通
し
た
書
式
を
も
つ
こ
と
が
明

　
　
　
　
　
　
　
⑫

ら
か
に
な
っ
て
お
り
、
問
題
の
文
書
が
使
者
へ
の
命
令
書
で
あ
る
こ
と
は
も
は
や
疑
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
背
景
に
お
い
て
、
ニ
ェ
ン
ナ
部
落

が
使
者
と
関
係
が
あ
る
と
考
え
る
の
は
、
ま
す
ま
す
妥
当
で
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。

　
し
か
し
テ
キ
ス
ト
の
内
容
を
検
討
す
れ
ば
、
実
は
ニ
ェ
ン
ナ
部
落
は
使
者
と
無
関
係
で
あ
る
の
が
分
か
る
。
右
端
の
欠
損
に
よ
り
明
確
で
は

な
い
も
の
の
、
少
な
く
と
も
残
存
し
て
い
る
部
分
か
ら
は
上
手
チ
ョ
ク
部
落
の
莫
キ
ェ
ム
ド
と
ニ
ェ
ン
ナ
部
落
の
彰
ラ
ク
は
、
使
者
達
に
よ
っ

て
「
追
い
立
て
」
ら
れ
て
い
く
、
「
放
逐
さ
れ
た
人
の
一
団
（
ω
O
《
β
σ
q
ヨ
《
一
ω
侮
①
）
」
、
と
し
か
読
め
ず
、
藤
枝
氏
の
言
う
よ
う
な
「
一
隊
の
責
任

　
　
　
　
⑮

者
ら
し
き
者
」
で
は
な
い
。
ま
た
ニ
ェ
ン
ナ
部
落
に
並
列
し
て
現
れ
る
上
手
チ
ョ
ク
部
落
の
名
称
の
由
来
は
明
ら
か
に
地
名
で
あ
り
、
何
処
か

に
設
置
さ
れ
た
軍
戸
部
落
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
並
列
し
て
現
れ
る
二
部
落
の
片
方
が
一
般
の
部
落
で
あ
れ
ば
、
一
方
の
み
が
特
種
な
役
割

を
果
た
す
と
は
考
え
に
く
い
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
「
飛
鳥
使
文
書
」
は
、
オ
ン
チ
ャ
ン
ド
宮
殿
か
ら
瓜
州
軍
管
区
へ
と
遣
わ
さ
れ
る
使
者
に
与
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
沙
州
は
粛
州

と
と
も
に
隠
州
軍
管
区
治
下
に
あ
り
、
つ
ま
り
ニ
ェ
ン
ナ
部
落
が
使
者
の
部
落
で
あ
る
な
ら
こ
の
文
書
に
関
係
し
て
然
る
べ
き
だ
が
、
掌
文
か

ら
判
断
す
る
限
り
内
容
が
首
尾
完
存
し
て
い
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
登
場
し
な
い
。
ま
た
嘗
O
p
誘
「
使
者
」
、
げ
き
σ
Q
9
魯
「
急
使
」
、
鱒
鎚
σ
Q

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

B
σ
q
《
。
σ
q
ω
「
飛
脚
」
と
い
っ
た
語
が
他
の
複
数
の
文
書
に
現
れ
る
事
と
比
べ
る
と
、
も
し
本
当
に
ニ
ェ
ン
ナ
部
落
が
使
者
の
職
掌
を
も
つ
な
ら

ば
、
他
例
が
あ
っ
て
然
る
べ
き
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
先
ほ
ど
も
述
べ
た
よ
う
に
現
在
知
ら
れ
る
限
り
ニ
ェ
ン
ナ
部
落
は
一
点
の
文
書
の
み

に
し
か
現
れ
て
い
な
い
。
以
上
の
こ
と
を
鑑
み
る
に
、
藤
枝
氏
の
見
解
は
、
冨
ト
×
×
蕊
跨
0
8
①
の
内
容
か
ら
も
、
ま
た
他
の
文
書
に
全
く
用

例
が
な
い
こ
と
か
ら
み
て
も
不
可
能
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
結
局
、
ニ
ェ
ン
ナ
部
落
は
上
手
チ
ョ
ク
部
落
と
共
に
ロ
ー
カ
ル
な
部
落
組
織
で
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あ
る
と
考
え
る
の
が
現
時
点
で
は
妥
当
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

（
2
）
行
　
人
　
部
落
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行
人
部
落
は
、
吐
蕃
期
の
敦
焼
漢
語
文
書
に
何
度
か
登
場
す
る
部
落
名
で
あ
る
。
行
人
と
い
う
語
自
体
に
「
走
り
使
い
」
、
「
旅
人
」
、
「
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

（
商
業
団
体
）
の
構
成
人
」
な
ど
様
々
な
意
味
の
あ
る
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
敦
焼
文
書
で
の
用
例
と
し
て
は
、
吐
蕃
期
文
書
に
現
れ

る
行
人
部
落
と
帰
義
軍
期
の
行
人
転
帖
が
最
も
多
く
、
研
究
の
噛
矢
で
あ
る
那
波
利
貞
「
唐
虞
行
人
放
」
は
行
人
転
帖
の
研
究
を
主
と
し
た
も

　
　
　
　
⑯

の
で
あ
っ
た
。
行
人
転
帖
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
と
し
、
ま
ず
は
行
人
部
落
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。

　
管
見
の
限
り
、
行
人
部
落
の
現
れ
る
漢
語
文
書
は
S
一
四
七
五
裏
、
S
～
八
六
四
、
皿
x
一
四
六
二
＋
P
三
八
二
九
、
そ
し
て
P
T
＝
○

○
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
は
八
x
一
四
六
二
＋
P
三
八
二
九
を
除
い
て
は
行
人
部
落
の
名
が
現
れ
る
の
み
で
あ
っ
て
、
そ
こ
か
ら
職
掌
を

掴
む
こ
と
は
難
し
い
。
そ
こ
で
ま
ず
且
x
一
四
六
二
＋
P
三
八
二
九
を
検
討
し
、
考
察
を
す
す
め
る
こ
と
に
す
る
。

　
皿
x
一
四
六
二
は
サ
ン
ク
ト
齪
ペ
テ
ル
ス
ブ
ル
ク
所
蔵
、
P
三
八
二
九
は
フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
所
蔵
の
文
書
断
片
で
あ
る
。
元
来
は
一
文

書
で
あ
っ
た
が
何
ら
か
の
事
情
で
上
下
二
つ
に
破
れ
、
文
書
上
部
は
且
x
一
四
六
二
と
し
て
、
下
部
は
P
三
八
二
九
と
し
て
別
々
に
保
存
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

て
い
た
。
そ
れ
を
李
里
雪
氏
が
復
元
し
た
の
で
あ
る
。
従
来
か
ら
P
三
八
二
九
は
『
宝
蔵
』
や
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
で
見
る
こ
と
が
出
来
た
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

皿
x
一
四
六
二
の
方
は
カ
ラ
ー
写
真
と
大
判
の
自
照
写
真
が
一
九
九
七
年
は
じ
め
て
公
開
さ
れ
た
。
そ
の
内
容
は
、
李
氏
の
紹
介
の
通
り
当
時

高
位
に
あ
っ
た
チ
ベ
ッ
ト
人
論
董
勃
蔵
が
芸
州
の
一
伽
藍
を
修
濾
し
た
事
績
を
記
念
し
た
も
の
で
あ
る
。
彼
の
祖
先
・
来
歴
な
ど
が
詳
し
く
記

さ
れ
て
お
り
、
文
書
内
容
自
体
検
討
す
べ
き
重
要
な
も
の
だ
が
そ
れ
は
別
の
機
会
に
譲
り
、
今
は
本
論
と
関
係
す
る
所
の
み
検
討
し
た
い
。

　
文
書
冒
頭
は
表
題
で
あ
り
論
董
勃
蔵
の
肩
書
が
記
さ
れ
て
い
て
、

　
　
大
蕃
古
沙
州
行
人
三
部
落
兼
防
御
兵
馬
及
行
営
留
［

と
あ
る
。
「
留
」
以
降
は
欠
損
の
た
め
判
読
で
き
な
い
も
の
の
、
同
内
容
が
十
～
行
目
に
再
出
し
て
お
り
、
彼
の
肩
書
き
は
「
大
子
古
謡
州
行
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人
三
部
落
兼
防
禦
兵
馬
行
営
留
後
大
毒
軍
使
、
授
大
鍮
石
象
亀
」
と
復
元
で
き
る
。
李
氏
は
同
部
分
を
「
沙
州
行
人
古
部
落
」
と
釈
読
し
て

「
沙
州
」
と
「
行
人
」
の
間
の
「
三
」
の
字
を
「
古
」
と
読
む
が
、
し
か
し
『
俄
蔵
宿
焼
』
の
冒
頭
カ
ラ
ー
写
真
や
白
黒
写
真
（
～
九
工
頁
）

を
見
れ
ば
「
三
」
が
あ
る
の
は
明
ら
か
で
あ
⑱

　
問
題
は
「
沙
子
行
人
三
部
落
」
の
解
釈
で
あ
る
。
こ
の
肩
書
き
は
、
明
ら
か
に
軍
事
的
な
も
の
で
あ
り
、
行
人
部
落
が
「
使
者
の
部
落
」
や

「
往
来
を
生
業
と
す
る
者
た
ち
の
集
団
」
だ
と
す
る
従
来
の
解
釈
で
は
意
味
が
判
然
と
し
な
い
。
ま
た
行
人
の
三
部
落
と
い
う
部
分
は
、
従
来

の
行
人
部
落
を
一
部
落
と
す
る
考
え
方
と
は
相
容
れ
な
い
。
で
は
論
董
勃
蔵
に
与
え
ら
れ
た
肩
書
に
現
れ
る
行
人
は
、
ど
の
様
に
考
え
る
べ
き

か
。
先
に
言
っ
た
よ
う
に
、
冒
頭
と
十
一
行
目
と
は
ほ
ぼ
同
内
容
で
あ
る
の
で
、
二
行
を
比
較
し
て
み
る
と
十
～
行
目
の
方
に
省
略
部
分
が
有

る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
　
　
一
一
大
蕃
古
沙
州
行
人
三
部
落
兼
防
禦
兵
馬
及
行
営
留
［

　
　
十
一
一
勅
補
充
沙
州
三
部
落
兼
防
御
兵
馬
行
営
留
後
大
監
軍
使
、
授
大
立
総
覚
身

～
行
目
と
比
べ
る
と
十
一
行
目
で
は
「
行
人
」
と
「
及
」
の
ニ
ヵ
所
が
省
略
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
「
及
」
に
つ
い
て
は
よ
い
が
、
注

意
す
べ
き
は
「
沙
州
行
人
三
部
落
」
が
「
沙
二
三
部
落
」
と
省
略
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
行
人
三
部
落
」
は
「
三
部
落
」
と
同

義
語
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
「
三
部
落
」
が
指
す
も
の
を
解
明
す
れ
ば
自
ず
と
「
行
人
」
の
意
味
を
明
ら
か
に
で
き
る
こ
と
に
な
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
実
は
「
三
部
落
」
と
は
吐
蕃
期
の
文
書
に
現
れ
る
特
有
の
術
語
な
の
で
あ
る
。
後
述
の
通
り
「
三
部
落
」
が
吐
蕃
政
府
に
よ
り

懸
歌
に
設
置
さ
れ
、
豊
州
支
配
の
基
本
単
位
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
、
チ
ベ
ッ
ト
語
文
書
、
漢
語
文
書
か
ら
知
ら
れ
る
。
つ
ま
り
「
三
部
落
」

と
い
う
単
語
自
体
が
沙
州
支
配
体
制
に
関
わ
る
問
題
を
含
ん
で
お
り
、
そ
こ
で
こ
の
「
三
部
落
」
と
は
何
を
指
す
の
か
、
研
究
が
な
さ
れ
て
き

た
。
現
在
の
処
、
そ
の
内
訳
に
は
真
説
が
あ
り
、
い
ず
れ
を
取
る
か
は
そ
の
後
の
行
論
に
影
響
を
及
ぼ
す
の
で
ひ
と
ま
ず
次
章
で
二
説
を
検
討

し
て
、
そ
れ
か
ら
「
行
人
三
部
落
」
の
問
題
に
立
ち
戻
り
た
い
。
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①
漢
語
文
書
に
お
け
る
「
部
落
」
と
は
基
本
的
に
チ
ベ
ッ
ト
語
の
巴
Φ
を
訳
し
た

　
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
必
ず
し
も
厳
密
な
対
訳
語
で
は
な
く
、
軍
千
戸
に
対
し
て

　
も
使
用
す
る
し
、
ま
た
軍
千
戸
で
は
な
い
集
団
、
つ
ま
り
実
際
に
は
千
の
戸
で
構

　
成
さ
れ
て
い
な
い
集
団
に
対
し
て
も
部
落
の
名
が
使
わ
れ
る
こ
と
は
、
山
口
氏
の

　
指
摘
す
る
と
お
り
で
あ
る
（
山
口
一
九
八
O
b
、
囚
五
頁
注
一
四
五
。
ま
た
、
武

　
内
一
九
九
四
、
や
。
。
し
・
ω
P
駅
参
照
）
。
例
え
ば
僧
尼
部
落
は
吐
蕃
が
沙
州
を
支
配

　
し
た
当
初
に
組
織
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
管
轄
下
の
僧
尼
が
｝
千

　
の
戸
で
あ
る
は
ず
が
な
く
、
こ
れ
は
沙
州
中
の
僧
尼
が
登
録
さ
れ
て
い
る
集
団
で

　
あ
る
（
藤
枝
一
九
六
一
、
二
三
六
頁
）
。
つ
ま
り
漢
語
上
で
は
同
じ
呼
称
を
持
つ

　
と
は
言
え
実
際
に
は
軍
戸
、
民
戸
の
組
織
は
異
な
る
。
本
稿
で
軍
千
戸
、
民
戸
と

　
も
に
部
落
と
呼
ぶ
こ
と
の
は
、
あ
く
ま
で
便
宜
上
で
あ
る
。

②
日
ぎ
暴
ω
搭
ヨ
で
．
認
．

③
藤
枝
一
九
六
｝
。

④
　
手
紙
文
害
タ
イ
プ
エ
の
冒
頭
定
型
句
門
A
（
入
）
が
B
（
場
所
）
か
ら
御
印
を

　
押
し
て
C
（
人
）
に
命
令
を
与
え
る
」
〉
σ
Q
一
ω
ご
コ
葛
ω
嘗
嵩
σ
Q
茜
誘
菩
。
σ
q
ω
欝
O

　
冨
ヨ
。
謀
鳥
ω
房
巴
匹
℃
、
四
に
あ
て
は
ま
る
。
た
だ
し
こ
の
文
害
で
は
B
は
欠
損
部
分

　
に
あ
た
り
、
C
以
下
は
省
略
さ
れ
て
い
る
。
武
内
一
九
八
六
、
五
七
〇
一
五
七
六

　
頁
、
特
に
五
七
一
頁
参
照
。

⑤
リ
ン
ル
ク
（
｝
σ
Q
ご
α
Q
ω
）
は
い
ま
だ
明
確
な
結
論
が
で
て
い
な
い
古
チ
ベ
ッ

　
ト
語
の
一
つ
。
こ
れ
ま
で
の
り
ン
ル
ク
解
釈
に
つ
い
て
は
、
ζ
窮
騰
一
り
Φ
O
ワ
お
O

　
戸
。
。
参
照
。
武
内
氏
は
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
上
で
リ
ン
ル
ク
の
お
よ
そ
の
意
味
を
、

　
門
各
種
活
動
を
行
う
た
め
の
権
力
を
委
託
さ
れ
た
者
」
で
あ
る
と
す
る
（
武
内
一

　
九
九
五
や
営
P
α
参
照
）
。
こ
の
解
釈
に
沿
っ
て
考
え
る
な
ら
ば
、
当
文
書
に

　
現
れ
る
リ
ン
ル
ク
も
権
力
の
代
理
人
で
あ
り
、
「
命
令
を
代
読
す
る
入
」
と
も
考

　
え
ら
れ
る
。
な
お
、
ト
ー
マ
ス
は
冨
。
旨
誘
ユ
ロ
α
q
ご
α
Q
ω
を
ま
と
め
て
．
．
o
o
霞
冨
㌦
、

　
と
す
る
。

⑥
前
句
が
欠
損
し
て
い
る
た
め
確
証
は
な
い
が
、
門
放
逐
さ
れ
た
入
」
呂
遷
σ
Q
ω

　
ヨ
鴇
の
コ
団
」
し
。
山
Φ
か
、
門
放
逐
さ
れ
た
」
ω
冨
煽
σ
q
ω
「
人
戸
」
露
旨
ω
伽
Φ
か
、

　
ど
ち
ら
か
で
あ
ろ
う
。
ト
ー
マ
ス
は
前
者
の
よ
う
に
解
釈
し
、
．
．
餌
。
○
ヨ
窟
超
o
h

　
窪
鼠
。
。
げ
下
士
Φ
⇒
、
．
と
訳
す
る
。
後
者
と
す
る
と
、
ニ
ェ
ン
ナ
部
落
（
起
き
葺
巴

　
巴
Φ
）
、
上
手
チ
ョ
ク
部
落
（
8
α
q
ω
δ
α
ξ
冨
山
①
）
は
「
人
戸
」
尊
覧
践
①
と
い

　
う
こ
と
に
な
り
、
4
（
2
）
で
後
述
す
る
よ
う
に
民
芦
部
落
と
な
ろ
う
。
し
か
し

　
唐
戸
部
落
の
特
徴
は
「
職
能
集
団
」
で
あ
り
、
唯
一
実
際
に
確
認
さ
れ
る
民
芦
部

　
落
「
緯
綿
部
落
（
島
津
冨
メ
ω
α
Φ
）
」
は
、
職
能
が
そ
の
ま
ま
部
落
名
に
な
っ
て
い

　
る
。
そ
の
意
味
で
は
o
o
σ
Q
ω
8
匙
門
上
手
（
観
西
側
の
）
チ
ョ
ク
」
は
明
ら
か
に

　
地
名
で
あ
り
、
民
戸
の
部
落
と
す
る
の
に
は
い
さ
さ
か
そ
ぐ
わ
な
い
。
現
時
点
で

　
は
ト
ー
マ
ス
の
解
釈
に
従
い
た
い
。

⑦
ヨ
穿
践
葱
目
1
1
涼
州
の
比
定
に
つ
い
て
は
、
d
H
爵
む
潭
参
照
。

⑧
吐
蕃
期
の
公
文
書
で
は
、
印
は
文
の
終
了
を
示
す
と
と
も
に
、
そ
の
文
書
の
正

　
当
性
を
示
す
機
能
を
果
た
し
て
い
る
。
漢
語
文
書
で
現
れ
る
m
方
縦
扁
と
は
ま
さ

　
に
こ
の
公
印
が
押
さ
れ
た
文
書
の
こ
と
で
あ
り
、
お
上
の
許
し
を
得
た
証
拠
と
な

　
る
。
多
く
の
場
合
、
印
影
は
文
末
そ
の
も
の
で
は
な
く
文
書
の
右
下
端
に
押
さ
れ
、

　
文
章
と
の
間
に
あ
い
た
余
白
の
部
分
に
は
斜
線
を
書
き
入
れ
ら
れ
、
屡
ぱ
余
白
下

　
端
は
切
り
取
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
、
P
T
一
一
二
八
の
よ
う
に
、
単
純
に
文
宋
そ

　
の
も
の
、
つ
ま
り
文
が
終
わ
っ
た
直
後
の
箇
所
に
公
印
が
押
さ
れ
て
い
る
場
合
も

　
あ
る
。
い
ず
れ
が
よ
り
厳
密
な
形
式
で
あ
っ
た
の
か
更
な
る
検
討
が
必
要
だ
が
、

　
い
ず
れ
に
せ
よ
文
章
が
終
了
し
て
か
ら
押
印
す
る
と
い
う
こ
と
自
体
は
変
わ
ら
な

　
い
。
こ
の
形
式
は
文
書
の
コ
ピ
ー
に
お
い
て
も
守
ら
れ
て
お
り
、
例
え
ば
法
律
文

　
書
P
T
一
〇
七
二
は
、
公
印
の
代
わ
り
に
文
末
に
冨
巻
α
q
お
嚇
と
朱
字
で
書
く

　
（
G
ぎ
§
b
。
産
し
。
．
蒔
O
ω
虞
罷
）
。
ま
た
、
ツ
ェ
ン
ボ
か
ら
の
特
許
状
を
碑
石
に
彫
る

　
場
合
に
お
い
て
も
文
末
の
公
印
の
あ
っ
た
部
分
を
四
角
く
濁
っ
た
例
が
あ
る

　
（
空
。
冨
a
ω
o
⇔
お
。
。
⊂
”
も
．
諮
と
箕
①
参
照
）
。
と
こ
ろ
が
、
問
題
の
駕
縞
．

（480）8



吐蕃支配下敦焼の漢人部落（岩尾）

　
舞
＜
一
畔
O
O
。
。
①
は
こ
の
書
式
か
ら
離
れ
、
上
左
端
に
公
印
が
押
さ
れ
て
お
り
、
本

　
文
は
公
印
を
避
け
て
記
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
何
ら
か
の
事
情
に
よ
り
、
普
通
の

　
手
順
と
は
逆
に
、
文
書
の
左
上
端
に
公
印
が
押
さ
れ
、
そ
れ
か
ら
本
文
が
記
さ
れ

　
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
例
は
現
在
の
所
こ
の
一
例
し
か
確
認
さ
れ
ず
、
公
文

　
書
の
講
式
全
体
の
中
で
ど
の
よ
う
に
位
畳
づ
け
ら
れ
る
の
か
更
な
る
検
討
が
必
要

　
で
あ
る
。
な
お
、
チ
ベ
ッ
ト
語
手
紙
文
書
の
形
式
に
つ
い
て
は
、
武
内
｝
九
八
六

　
参
照
。
ま
た
、
帰
義
軍
期
に
お
い
て
も
上
述
の
形
式
は
継
続
し
て
用
い
ら
れ
た
が
、

　
そ
れ
に
関
し
て
は
坂
尻
二
〇
〇
二
、
六
六
一
六
九
頁
参
照
。

⑨
実
物
で
も
か
す
れ
が
ひ
ど
く
…
α
q
煙
毒
饗
σ
q
お
誘
「
…
・
－
の
公
印
」
と
し
か
見

　
え
な
い
よ
う
だ
。
Q
隷
卜
Ω
サ
ト
3
二
翼
ρ
①
一
ω
参
照
。

⑩
こ
の
文
書
自
体
は
既
に
即
〉
．
曽
Φ
冒
氏
が
紹
介
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
竃
．
同
．

　
巽
く
一
諜
』
O
ω
O
に
関
す
る
言
及
は
な
い
。
ω
叶
①
ぎ
お
。
。
♪
℃
や
留
O
山
①
ド
ト
⊃
①
c
。
参
照
。

⑪
張
｝
九
八
二
は
、
P
T
～
○
八
五
に
押
さ
れ
た
、
羽
を
広
げ
た
鳥
の
図
柄
が
描

　
か
れ
た
公
印
と
、
「
飛
鳥
使
偏
と
が
関
係
が
あ
る
と
す
る
が
（
一
七
九
頁
）
、
図
柄

　
と
「
飛
鳥
使
」
と
い
う
琶
葉
か
ら
得
た
イ
メ
ー
ジ
と
か
ら
関
係
を
類
推
し
た
に
過

　
ぎ
ず
、
根
拠
は
な
い
。

⑫
張
一
九
八
二
。
半
文
、
中
国
語
訳
が
載
せ
ら
れ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
当
文
嘗
は

　
オ
り
ジ
ナ
ル
で
な
く
、
漢
文
経
典
の
余
白
部
分
に
写
し
書
き
さ
れ
て
い
た
も
の
で

　
あ
る
ら
し
い
（
皿
七
八
頁
）
。
た
だ
し
、
録
文
か
ら
判
断
す
る
限
り
内
容
自
体
は

2
　
二
部
落
と
三
部
落

（
↓
　
従
来
　
の
　
説

　
首
尾
完
存
し
て
い
る
。

⑬
藤
枝
一
九
六
一
、
二
三
六
頁
。

⑭
日
ぎ
誉
窃
6
綬
の
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
を
み
れ
ば
、
使
者
に
関
す
る
語
が
頻
出
す

　
る
こ
と
が
分
か
る
（
例
”
題
．
一
一
♪
一
α
伊
一
㎝
○
。
）
。
ま
だ
張
一
九
八
二
、
～
八
三

　
一
一
八
四
頁
に
も
リ
ス
ト
が
挙
げ
ら
れ
る
。
但
し
そ
の
訳
に
は
必
ず
し
も
賛
成
で

　
き
な
い
。
な
お
、
駅
伝
制
全
般
に
つ
い
て
は
門
ぎ
屯
し
。
這
田
も
℃
■
ω
ω
一
－
ω
ω
幽
参

　
照
。

⑮
中
国
史
に
お
け
る
団
体
「
行
」
の
研
究
も
含
め
ば
、
そ
の
先
行
研
究
は
数
え
切

　
れ
な
い
。
し
か
し
、
本
稿
で
扱
う
沙
州
に
お
け
る
「
行
人
扁
は
、
後
に
も
述
べ
る

　
よ
う
に
、
殆
ど
の
場
合
「
行
」
の
構
成
員
と
は
無
関
係
で
あ
る
の
で
一
々
触
れ
な

　
い
。

⑯
那
波
一
九
四
四
a
、
b
参
照
。

⑰
李
｝
九
九
七
。

⑱
㎎
玉
蔵
敦
焼
』
八
、
～
九
二
頁
。

⑲
元
々
ロ
シ
ア
目
録
も
正
し
く
門
三
」
を
読
ん
で
い
る
。
但
し
、
門
古
」
の
字
に

　
つ
い
て
は
、
「
苦
」
と
読
む
（
＜
O
一
9
一
℃
．
①
O
一
Ψ
翼
O
・
一
α
一
〇
）
。
だ
が
こ
れ
は
上
記

　
の
申
国
語
訳
『
俄
蔵
敦
燵
漢
文
写
巻
叙
録
騙
（
下
　
六
〇
七
頁
）
や
噸
俄
蔵
敦
燈
葱

　
の
読
む
通
り
「
古
」
で
あ
ろ
う
。

吐
蕃
が
治
民
を
軍
戸
（
目
σ
Q
。
匹
）
、
罠
戸
（
σ
q
受
§
σ
q
）
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
を
一
定
の
集
団
に
ま
と
め
統
治
し
て
い
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ

（48ユ）9



①る
。
吐
蕃
か
ら
見
た
周
辺
地
域
、
沙
州
に
て
も
そ
れ
は
同
様
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
現
在
そ
れ
ら
部
落
に
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
の
か

お
お
よ
そ
は
判
明
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ト
ン
サ
ル
部
落
（
し
。
8
口
α
Q
G
。
臆
す
一
。
・
島
Φ
、
悉
塗
骨
部
落
）
、
ゴ
ー
サ
ル
部
落
（
お
。
幽
ω
鉾
ξ
冨
号
、
讃
評

薩
部
落
）
、
ニ
ン
ツ
ォ
ム
部
落
（
ω
口
《
一
p
α
Q
冨
。
日
も
。
】
（
《
一
ω
恥
Φ
、
　
釆
心
密
；
示
部
落
）
、
今
問
題
に
な
っ
て
い
る
行
人
部
落
、
そ
し
て
綜
綿
部
落
（
号
H
冨
、
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

し。

�
j
で
、
ま
た
少
数
の
例
に
上
部
落
、
下
部
落
、
中
元
部
落
な
ど
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
ま
た
支
配
期
の
当
初
に
は
他
に
宗
教
関
係
者
を
集
め
た
僧
尼
部
落
、
雷
門
譜
表
部
落
が
置
か
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
彼
ら
は
部

落
と
は
い
え
所
属
者
の
住
所
が
一
定
で
は
な
く
、
特
に
一
所
に
住
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
よ
う
だ
。
ま
た
各
寺
に
従
属
す
る
寺
戸
（
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

げ
鎚
σ
q
ω
）
も
お
り
、
寺
院
に
従
属
し
て
各
種
の
役
に
従
事
し
て
い
た
。
彼
ら
の
よ
う
に
宗
教
関
係
者
が
一
身
分
を
形
成
す
る
の
が
、
吐
蕃
本
来

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

の
体
制
に
由
来
す
る
の
か
、
あ
る
い
は
仏
教
都
市
で
あ
っ
た
信
州
独
特
の
事
情
に
よ
る
の
か
わ
か
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
い
ず
れ
に
せ
よ
沙
州
に
お
い
て
行
政
の
基
本
と
な
っ
て
い
た
の
は
、
あ
る
時
期
に
は
二
部
落
で
あ
り
、
ま
た
あ
る
時
期
に
は
三
部
落
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
ぞ
れ
存
在
時
期
、
内
訳
に
つ
い
て
は
、
議
論
が
あ
り
、
結
論
が
出
た
と
は
言
い
難
い
。
今
の
と
こ
ろ
諸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

学
者
の
間
で
意
見
が
一
致
し
て
い
る
の
は
「
二
部
落
」
の
内
訳
で
あ
り
、
こ
れ
が
ト
ン
サ
ル
、
ゴ
ー
サ
ル
部
落
を
指
す
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

例
え
ば
あ
る
チ
ベ
ッ
ト
語
文
書
に

　
　
ω
匿
8
茜
饗
＼
ω
8
茜
。
。
費
畠
目
α
q
H
σ
q
o
仙
し
・
銭
馨
8
σ
q
。
。
島
Φ
α
Q
⇒
覧
し
。
ξ
ぐ
：
・
：
．

　
　
沙
州
漢
人
の
ト
ン
サ
ル
、
ゴ
ー
サ
ル
千
戸
…
…
つ
の
…
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
○
獣
G
。
ω
’
×
＜
ひ
録
・
訳
一
門
ゲ
。
ヨ
鋤
巴
⑩
2
㍗
僻
O
）

と
あ
る
こ
と
か
ら
も
そ
れ
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
二
部
落
は
「
千
戸
」
（
。
・
8
口
α
q
ω
傷
Φ
）
と
呼
ば
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
と
お
り
、

軍
戸
の
部
落
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
後
述
す
る
通
り
千
戸
（
ω
け
8
α
q
践
Φ
）
と
し
て
組
織
さ
れ
る
の
は
必
ず
や
軍
戸
で
あ
っ
て
遺
戸
で
は
な
い

か
ら
で
あ
る
（
4
（
2
）
参
照
）
。

　
「
三
部
落
」
の
内
訳
に
は
問
題
が
残
る
。
藤
枝
氏
は
「
三
部
落
」
に
つ
い
て
、
ト
ン
サ
ル
、
ゴ
ー
サ
ル
部
落
に
何
か
他
の
部
落
が
足
さ
れ
て
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⑨

三
部
落
に
な
っ
た
、
と
推
定
し
た
が
、
そ
の
足
さ
れ
た
部
落
が
何
か
は
特
定
し
な
か
っ
た
。
山
口
瑞
鳳
氏
は
、
写
経
目
録
と
考
え
ら
れ
る
P
T

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

一
〇
〇
〇
、
一
〇
〇
一
に
お
い
て
、
ト
ン
サ
ル
、
ゴ
ー
サ
ル
、
ニ
ン
ツ
ォ
ム
部
落
が
並
列
し
て
現
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
ト
ン
サ
ル
、

ゴ
ー
サ
ル
、
ニ
ン
ツ
ォ
ム
の
部
落
が
並
列
す
る
例
は
他
に
も
あ
り
、
写
経
生
に
対
し
紙
の
損
失
補
填
を
求
め
る
チ
ベ
ッ
ト
語
文
書
○
げ
．
刈
ω

　
⑪

姥
く
6
に
て
も
、
写
経
生
の
所
属
と
し
て
こ
れ
ら
部
落
が
並
列
し
て
現
れ
て
い
る
。
武
内
紹
人
氏
は
こ
の
○
墜
お
〆
＜
．
α
を
例
証
と
し
、
こ
の
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

ン
サ
ル
、
ゴ
ー
サ
ル
、
ニ
ン
ツ
ォ
ム
を
「
敦
煙
の
漢
人
三
部
落
」
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

　
一
方
、
山
口
瑞
鳳
氏
は
「
三
部
落
」
の
内
訳
に
つ
い
て
、
全
く
別
の
見
解
を
提
出
し
て
い
る
。
こ
の
説
は
吐
蕃
支
配
時
期
の
沙
州
に
関
説
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

る
際
、
必
ず
と
雷
っ
て
い
い
ほ
ど
引
用
さ
れ
、
特
に
日
本
、
中
国
の
学
界
に
お
い
て
有
力
な
説
で
あ
る
。
し
か
し
、
い
く
つ
か
の
理
由
に
よ
り

筆
者
に
は
賛
成
し
か
ね
る
の
で
、
今
山
口
一
九
八
O
p
・
ぴ
、
一
九
八
一
に
述
べ
ら
れ
た
意
見
の
内
、
本
稿
に
関
係
す
る
部
分
を
ま
と
め
て

少
々
詳
し
く
山
口
説
を
説
明
し
、
そ
の
当
否
を
論
じ
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
　
山
日
説
の
検
討

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

　
氏
は
チ
ベ
ッ
ト
語
公
文
書
P
T
～
○
八
九
を
訳
注
し
、
そ
の
結
果
か
ら
吐
蕃
支
配
下
の
沙
州
に
お
け
る
漢
人
部
落
の
成
立
時
期
、
変
遷
過
程

を
研
究
し
、
漢
人
二
部
落
、
三
部
落
の
内
訳
、
成
立
時
期
に
つ
き
考
察
し
た
。
ま
ず
、
同
文
書
五
一
一
五
二
行
目
の
記
述
、

　
　
勅
命
逓
送
大
臣
の
論
タ
ク
シ
ェ
ル
・
グ
ー
キ
ュ
ン
げ
パ
p
。
げ
｝
o
p
ω
富
α
q
げ
斗
費
H
σ
q
o
ゆ
犀
ξ
蕉
ロ
α
q
な
ど
か
ら
の
通
達
牌
が
チ
ョ
ク
ロ
・
レ
ク
ド
ゥ
ー
を
通
じ
て

　
　
鼠
の
年
の
季
春
四
日
に
も
た
ら
さ
れ
た
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
門
次
の
よ
う
に
】
あ
る
。
門
こ
の
】
鼠
の
年
の
夏
、
大
身
論
が
国
境
に
到
っ
て
議
会
が
ロ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

　
　
州
で
開
催
さ
れ
た
際
［
の
た
め
］
に
沙
州
の
漢
人
を
二
つ
の
軍
部
落
に
分
け
た
後
、
（
後
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

よ
り
、
鼠
年
に
漢
人
の
軍
戸
二
部
落
が
成
立
し
た
と
す
る
。
次
に
そ
の
鼠
年
の
紀
年
を
考
察
し
て
八
二
〇
年
と
結
論
付
け
、
信
連
〇
年
以
降
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

「
二
部
落
」
の
時
代
と
考
え
る
。
さ
ら
に
、
八
二
〇
年
以
前
の
紀
年
を
も
つ
文
書
（
P
T
一
〇
七
九
）
に
「
三
部
落
」
が
現
れ
る
と
い
う
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

か
ら
、
「
三
部
落
」
は
八
二
〇
年
以
前
の
状
況
と
考
え
る
。
つ
ま
り
八
二
〇
年
を
境
に
、
「
三
部
落
」
か
ら
「
二
部
落
」
に
な
っ
た
と
考
え
る
の
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⑳

で
あ
る
。

　
「
三
部
落
」
の
内
訳
に
つ
い
て
は
、
練
綿
部
落
、
上
部
落
、
下
部
落
と
す
る
。
漢
語
文
書
S
三
二
入
信
裏
「
左
二
將
戸
口
名
簿
」
に
は
「
難

三
部
落
」
と
下
部
落
の
名
が
現
れ
る
。
氏
は
こ
の
文
書
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
同
文
書
の
左
二
将
は
上
部
落
属
下
の
組
織
で
あ
る
、
と
結

論
し
、
さ
ら
に
「
輩
三
部
落
」
の
属
下
に
下
部
落
、
上
部
落
が
あ
っ
た
と
推
定
す
る
。
と
い
う
の
は
、
「
攣
三
部
落
」
は
藤
枝
氏
に
よ
り
吐
蕃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

中
央
の
中
ル
の
チ
ュ
ク
ツ
ァ
ム
千
戸
（
冨
釜
α
Q
密
諺
ξ
芝
山
①
）
と
同
～
で
あ
る
と
さ
れ
て
き
た
の
で
、
山
口
氏
は
そ
れ
に
基
づ
き
、
チ
ベ
ッ
ト

の
千
戸
が
沙
州
を
占
領
し
、
漢
人
を
そ
の
属
下
に
お
い
て
上
部
落
、
下
部
落
と
し
た
と
推
定
し
、
そ
の
二
つ
の
部
落
に
綜
綿
部
落
が
足
さ
れ
た

と
考
え
た
の
で
あ
る
。
同
文
書
の
左
二
将
が
上
部
落
の
属
下
で
あ
る
と
す
る
の
は
卓
見
で
あ
る
が
、
そ
の
後
は
推
論
の
み
で
証
拠
が
提
示
さ
れ

な
い
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
一
方
「
二
部
落
」
は
と
い
う
と
、
「
三
部
落
」
が
統
合
さ
れ
た
結
果
、
ト
ン
サ
ル
、
ゴ
ー
サ
ル
部
落
の
「
二
部
落
」
に
収
敏
さ
れ
た
と
考
え

る
。
さ
ら
に
、
そ
の
後
に
ニ
ン
ツ
ォ
ム
部
落
が
軍
戸
と
し
て
加
わ
っ
た
と
す
る
。
つ
ま
り
「
三
部
落
」
と
総
称
さ
れ
る
も
の
と
、
ゴ
ー
サ
ル
、

ト
ン
サ
ル
、
ニ
ン
ツ
ォ
ム
の
部
落
と
は
別
で
あ
り
、
氏
の
説
に
沿
っ
て
年
代
順
に
並
べ
る
な
ら
、
「
三
部
落
」
（
上
部
落
、
下
部
落
、
吟
詠
部
落
）

↓
八
二
〇
年
↓
「
二
部
落
」
（
ト
ン
サ
ル
部
落
、
ゴ
ー
サ
ル
部
落
）
↓
ト
ン
サ
ル
部
落
、
ゴ
ー
サ
ル
部
落
、
ニ
ン
ツ
ォ
ム
部
落
、
と
変
遷
し
た
、
と

い
う
わ
け
で
あ
る
。
お
よ
そ
以
上
が
氏
の
説
の
骨
子
で
あ
る
。
そ
し
て
筆
者
は
次
の
二
つ
の
理
由
に
よ
り
、
こ
の
説
を
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
。

　
先
ず
、
八
二
〇
年
を
以
て
部
落
の
編
成
が
変
わ
っ
た
と
す
る
こ
と
に
賛
成
で
き
な
い
。
以
上
に
挙
げ
た
氏
の
説
に
お
い
て
、
紀
年
決
定
、
部

落
の
内
訳
を
考
察
す
る
上
で
最
大
の
根
拠
と
な
る
の
は
、
P
T
～
○
八
九
の
五
一
一
五
二
行
目
に
現
れ
る
謬
説
を
八
二
〇
年
と
比
定
す
る
こ
と

で
あ
る
。
そ
の
比
定
の
根
拠
は
同
文
書
五
一
行
目
に
現
れ
る
人
物
算
鋤
．
窪
凄
し
。
＄
α
q
ぴ
斗
9
H
σ
q
o
傷
尊
団
償
昌
α
q
が
、
八
二
三
年
に
建
立
さ
れ
た

圃
唐
蕃
会
盟
碑
』
に
も
現
れ
る
、
と
い
う
処
に
あ
る
。
『
唐
蕃
会
盟
碑
』
北
面
は
チ
ベ
ッ
ト
語
、
漢
語
の
合
壁
で
彫
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
一

七
行
目
に
は
会
盟
参
加
者
の
一
人
と
し
て

　
　
ぴ
冨
6
訂
ヨ
ぴ
一
自
訂
き
鐡
げ
一
象
し
。
賦
α
Q
げ
N
冨
門
冨
ぴ
冨
p
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吐蕃支配下敦爆の漢人部落（岩尾）

　
　
　
給
事
中
　
　
　
　
　
勃
閾
伽
論
　
悉
諾
　
熱
　
合
乾

な
る
人
物
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
氏
は
こ
の
人
物
と
先
述
の
P
T
一
〇
八
九
の
五
一
行
目
に
現
れ
る
人
物
と
は
、
同
一
人
物
で
あ
る
と
主
張
す

る
。
二
者
は
役
職
、
称
号
（
ヨ
写
毬
）
ま
で
～
致
す
る
も
の
の
、
名
（
鼠
お
）
は
異
な
っ
て
お
り
、
P
T
一
〇
八
九
で
は
同
σ
q
。
侮
聾
毒
口
α
q
、
｝

方
『
唐
蕃
会
盟
碑
』
で
は
げ
9
ぴ
犀
Φ
昌
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
氏
は
、
マ
α
Q
o
山
の
チ
ベ
ッ
ト
文
字
は
下
げ
に
誤
読
さ
れ
易
い
。
囲
ξ
茸
α
q
の
チ

ベ
ッ
ト
文
字
も
下
部
が
欠
け
る
と
臣
嘗
σ
Q
と
区
別
出
来
な
い
。
囚
訂
p
σ
q
を
「
乾
」
に
応
じ
た
音
で
読
め
ば
匪
窪
と
な
る
。
従
っ
て
「
合
乾
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

は
正
し
く
は
お
。
山
犀
ξ
巨
σ
q
を
写
し
た
も
の
と
理
解
で
き
る
」
と
述
べ
る
。
さ
ら
に
山
口
一
九
八
○
げ
と
同
年
に
出
版
さ
れ
た
職
講
座
敦
煙
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

二
巻
の
『
敦
煙
の
歴
史
』
（
　
九
八
O
a
）
に
お
い
て
は
更
に
簡
潔
に
、
「
従
来
「
合
乾
」
か
ら
げ
薯
犀
魯
と
復
元
さ
れ
て
い
た
も
の
が
H
α
q
。
傷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

犀
ξ
§
σ
q
で
あ
っ
た
可
能
性
が
強
く
な
る
」
（
傍
点
筆
者
）
と
す
る
。
も
し
氏
の
書
う
と
お
り
訂
げ
障
Φ
口
が
H
α
q
O
傷
犀
ξ
量
α
q
な
の
で
あ
れ
ば
、
二

者
は
同
一
の
役
職
で
あ
る
同
一
人
物
で
あ
り
、
従
っ
て
P
T
一
〇
八
九
に
現
れ
る
鼠
年
は
、
『
唐
蕃
会
盟
碑
嚥
の
紀
年
八
二
三
年
と
比
較
的
近

い
八
二
〇
年
又
は
八
三
二
年
に
想
定
で
き
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
他
の
条
件
と
も
考
え
併
せ
た
結
果
、
氏
は
最
終
的
に
八
二
〇
年
と
確
定
さ

　
　
　
　
　
⑳

れ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

　
し
か
し
、
『
唐
蕃
会
盟
碑
』
拓
本
の
写
真
を
み
る
と
、
該
当
箇
所
に
は
明
ら
か
に
訂
ぴ
犀
魯
と
陰
刻
で
彫
っ
て
あ
る
。
当
碑
文
の
訳
注
に
お

い
て
も
、
全
て
雪
げ
困
窪
と
読
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
も
そ
れ
は
支
持
さ
れ
る
。
訳
注
を
施
し
た
諸
氏
は
拓
本
に
見
え
る
チ
ベ
ッ
ト
文
字
を
そ

の
ま
ま
に
採
録
し
た
の
で
あ
っ
て
、
言
い
換
え
れ
ば
決
し
て
合
壁
の
漢
字
「
合
弁
」
か
ら
冨
げ
防
虫
を
復
元
し
た
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

要
す
る
に
こ
の
部
分
は
決
し
て
お
＆
犀
身
呂
σ
q
な
ど
と
読
み
替
え
る
こ
と
は
出
来
な
い
の
で
あ
っ
て
、
両
者
は
明
ら
か
に
別
人
な
の
で
あ
り
、

す
な
わ
ち
氏
の
八
二
〇
年
説
に
は
全
く
根
拠
が
無
い
事
に
な
る
。

　
二
つ
目
に
は
、
漢
語
文
書
に
現
れ
る
「
豊
胸
部
落
」
が
、
チ
ュ
ク
ツ
ァ
ム
千
戸
に
比
定
さ
れ
る
、
と
い
う
こ
と
は
既
に
否
定
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

こ
れ
は
固
有
名
詞
で
は
な
く
て
「
三
部
落
に
壁
く
」
と
読
む
べ
き
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
、
前
提
が
崩
れ
た
以
上
、
氏
の
「
三
部
落
」
の
内

訳
推
定
に
は
根
拠
が
な
く
な
る
。
以
上
二
点
、
前
者
は
部
落
の
変
遷
を
考
え
る
上
の
重
要
な
点
で
あ
り
、
ま
た
後
者
は
山
口
氏
が
三
部
落
の
設
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立
を
考
察
す
る
上
で
基
盤
と
す
る
処
で
あ
る
。
そ
れ
ら
が
成
り
立
た
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
今
、
氏
の
説
に
は
従
い
得
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

　
さ
ら
に
、
P
T
二
＝
、
一
三
行
目
に
は
「
沙
州
漢
人
の
三
つ
の
千
戸
」
お
恩
。
・
訂
窪
ω
8
降
α
q
。
。
傷
Φ
α
q
ω
β
ヨ
と
い
う
文
言
が
み
ら
れ
る
。

千
戸
に
属
す
る
の
は
軍
戸
の
み
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
山
口
氏
自
身
が
綿
綿
部
落
が
特
殊
の
職
能
を
も
つ
部
落
で
あ
り
、
罠
戸
の
部
落
で
あ
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

と
を
す
で
に
指
摘
し
て
お
り
、
そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
三
部
落
の
中
に
綿
綿
部
落
を
含
め
る
氏
の
説
は
P
T
一
一
一
一
の
文
言
と
は
矛
盾
す
る
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

で
あ
る
。
「
二
部
落
」
は
軍
戸
で
あ
っ
た
こ
と
は
既
に
確
認
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
そ
し
て
や
は
り
「
三
部
落
」
と
は
、
漢
人
の
三
つ
の
軍
千

戸
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
藤
枝
氏
の
考
え
た
通
り
、
「
二
部
落
」
か
ら
「
三
部
落
」
に
な
っ
た
の
で
あ
り
、
「
三
部
落
」
の
内
訳
は
ト
ン

サ
ル
、
ゴ
ー
サ
ル
、
ニ
ン
ツ
ォ
ム
部
落
と
考
え
る
方
が
様
々
説
明
が
つ
く
の
で
あ
る
。

　
山
浮
説
が
成
り
立
た
な
い
こ
と
を
述
べ
た
今
、
吐
蕃
支
配
期
沙
州
史
の
ク
ロ
ノ
ロ
ジ
！
決
定
は
、
一
旦
振
り
出
し
に
戻
っ
た
こ
と
に
な
る
。

今
後
の
我
々
に
課
さ
れ
る
の
は
「
二
部
落
」
か
ら
「
三
部
落
」
へ
移
行
し
た
時
期
の
特
定
を
初
め
と
し
た
支
配
体
制
の
変
遷
解
明
で
あ
る
が
、

今
こ
こ
で
は
そ
の
余
裕
は
な
い
の
で
別
の
機
会
に
譲
る
。
以
上
で
「
二
部
落
」
、
「
三
部
落
」
の
内
訳
に
つ
い
て
確
認
し
た
。
行
人
三
部
落
の
問

題
に
戻
ろ
う
。
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①
d
田
畷
6
謡
．
な
お
、
軍
戸
と
民
戸
の
解
釈
の
経
緯
に
つ
い
て
は
山
口
一
九
八

　
三
、
九
〇
一
－
二
頁
注
＝
二
八
に
詳
し
い
。

②
上
部
落
は
P
王
四
四
四
、
S
｝
四
七
五
裏
五
に
、
下
部
落
は
S
一
四
七
五
裏
四
、

　
S
三
二
八
七
裏
に
、
ま
た
中
元
部
落
は
S
～
二
九
二
に
見
え
る
。
こ
れ
ら
部
落
に

　
関
し
て
は
、
若
干
の
案
が
あ
る
の
で
別
に
論
じ
た
い
。

③
僧
尼
部
落
に
つ
い
て
は
、
藤
枝
一
九
五
九
、
二
九
三
…
二
九
五
頁
、
藤
枝
一
九

　
六
一
、
一
一
二
八
…
二
二
九
頁
、
道
門
親
表
部
落
に
つ
い
て
は
、
姜
一
九
八
六
参
照
。

④
例
え
ば
竺
沙
二
〇
〇
二
後
編
第
二
章
「
敦
燈
の
寺
戸
に
つ
い
て
」
参
照
。

⑤
た
だ
し
、
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
期
に
置
か
れ
た
民
戸
に
は
宗
教
関
係
者
も
含
ま
れ
て

　
い
た
と
い
う
例
も
あ
る
の
で
、
吐
蕃
の
制
度
で
も
同
様
に
宗
教
関
係
者
が
民
戸
で

　
あ
っ
た
可
能
性
は
あ
る
。
岩
村
一
九
六
八
、
四
四
五
頁
参
照
。

⑥
チ
ベ
ッ
ト
語
文
書
で
ω
ぎ
8
ξ
冨
傷
①
α
q
契
冨
な
ど
の
形
で
現
れ
る
。
O
F

　
Q
。
①
．
蹴
、
P
T
一
〇
八
三
、
P
T
～
○
八
五
な
ど
。

⑦
チ
ベ
ッ
ト
語
文
書
で
は
総
Φ
σ
Q
。
・
g
旨
（
P
T
一
〇
七
九
）
、
茜
岩
ω
訂
2
纂
8
α
Q

　
。
・
島
r
・
α
q
。
。
償
ヨ
（
P
T
一
一
一
一
）
、
漢
語
雲
高
で
は
「
沙
州
三
部
落
」
（
『
陰
処
士

　
碑
匝
　
”
P
四
六
四
〇
、
P
四
六
三
八
）
と
し
て
現
れ
る
。

⑧
藤
枝
　
九
六
一
、
二
二
八
頁
。

⑨
藤
枝
一
九
六
　
、
二
四
五
頁
。

⑩
山
口
｝
九
八
O
b
、
三
～
頁
。

⑪
現
在
四
枚
に
分
割
さ
れ
て
い
る
が
、
所
蔵
機
関
の
イ
ン
デ
ィ
ア
・
オ
フ
ィ
ス
・
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ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
が
不
揃
い
の
大
き
さ
の
敦
煤
出
土
チ
ベ
ッ
ト
語
文
瞥
を
製
本
し
て

　
保
存
す
る
際
、
都
合
に
よ
っ
て
カ
ッ
ト
し
た
の
で
あ
っ
て
、
元
来
は
一
枚
紙
で
あ

　
つ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
実
見
す
れ
ば
、
各
紙
の
上
下
長
さ
が
不
自
然
に
揃
っ
て
お

　
り
、
各
紙
上
下
カ
ッ
ト
跡
が
一
致
す
る
の
が
み
ら
れ
る
。

⑫
武
内
一
九
九
五
、
ワ
お
一
。
た
だ
し
、
武
内
氏
は
山
口
説
に
は
言
及
し
な
い
。

⑬
山
口
一
九
八
O
a
で
概
説
さ
れ
、
山
目
～
九
八
O
b
に
て
P
T
一
〇
八
九
を
訳

　
注
し
、
三
部
落
の
設
立
に
つ
き
考
察
さ
れ
て
い
る
。
山
口
一
九
八
　
は
、
山
口
一

　
九
八
O
b
で
提
出
し
た
意
見
の
補
訂
と
、
そ
の
他
二
、
三
の
問
題
に
対
す
る
論
考

　
で
あ
る
。

⑭
　
　
『
史
学
雑
誌
㎞
九
一
、
九
二
両
編
「
回
顧
と
展
望
皿
チ
ベ
ッ
ト
」
項
で
は
相
当

　
な
紙
幅
を
取
っ
て
氏
の
説
を
紹
介
し
て
お
り
、
当
時
の
学
界
に
と
っ
て
画
期
的
な

　
成
果
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
ま
た
近
年
に
至
っ
て
も
『
敦
焼
津
大
辞
典
臨
の

　
「
吐
蕃
沙
州
部
落
」
項
（
三
〇
〇
頁
）
、
「
沙
州
三
部
門
」
項
（
三
〇
一
頁
）
で
も

　
山
口
説
が
全
面
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

⑮
P
T
一
〇
八
九
は
河
西
方
面
を
管
轄
下
に
入
れ
て
い
た
デ
ロ
ン
議
会
か
ら
沙
州

　
に
送
ら
れ
た
下
達
公
文
書
（
手
紙
文
書
タ
イ
プ
エ
）
で
あ
る
。
中
央
か
ら
沙
州
に

　
繊
向
し
て
い
る
チ
ベ
ッ
ト
人
官
吏
と
地
元
出
身
の
漢
人
官
吏
と
が
、
位
階
と
実
際

　
の
地
位
の
順
序
が
か
み
合
わ
な
い
と
訴
え
、
そ
れ
に
対
す
る
吐
蕃
政
府
の
回
答
が

　
詳
細
な
経
過
と
共
に
記
さ
れ
る
。
文
書
は
ほ
ぼ
完
存
し
、
各
地
の
職
官
序
列
を
引

　
用
す
る
な
ど
豊
窟
か
つ
重
要
な
情
報
を
含
ん
で
い
る
。
同
文
書
に
初
め
て
訳
註
を

　
し
て
そ
の
重
要
性
を
学
界
に
紹
介
し
た
の
は
い
巴
。
信
一
〇
繍
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ

　
り
欧
米
の
学
界
で
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
が
、
特
に
B
本
、
中
国
の
学
界
に
も
謄

　
奥
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
山
口
一
九
八
O
b
に
て
日
本
語
訳
注
が
な
さ
れ
て
か

　
ら
で
あ
る
。
現
在
の
処
、
波
～
九
八
七
、
王
墜
・
陳
践
…
九
八
九
の
中
国
語
訳
も

　
あ
る
。

⑯
山
口
一
九
八
O
b
、
一
九
頁
よ
り
訳
を
引
用
。

⑰
山
ロ
一
九
八
O
b
、
一
＝
二
、
二
四
頁
。

⑱
正
確
に
は
、
は
じ
め
て
こ
の
問
題
を
扱
っ
た
と
き
に
は
八
三
二
年
と
結
論
付
け

　
（
山
口
～
九
八
O
b
、
二
七
頁
）
、
そ
の
後
八
二
〇
年
に
訂
正
し
た
の
で
あ
る

　
（
山
口
一
九
八
一
、
一
、
五
頁
）
。
紀
年
決
定
は
、
問
題
の
早
年
が
八
二
三
年
に

　
近
い
は
ず
、
と
い
う
予
測
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
に
留
意
し
た
い
。

⑲
山
口
一
九
八
一
。

⑳
な
お
山
口
一
九
八
｝
、
＝
1
工
責
に
氏
の
最
終
的
結
論
が
簡
潔
に
示
さ
れ

　
て
い
る
。

⑳
藤
枝
一
九
六
一
、
≡
二
七
頁
。
な
お
、
チ
ュ
ク
ツ
ァ
ム
威
霊
は
吐
蕃
中
央
の
中

　
ル
に
属
す
る
。
本
拠
地
の
検
討
に
つ
い
て
は
佐
藤
一
九
七
九
、
三
六
〇
…
三
六
二
、

　
三
六
七
頁
、
山
口
｝
九
八
三
、
八
四
三
－
八
四
四
頁
参
照
。

⑫
　
山
口
｝
九
八
O
b
、
一
　
七
頁
。

⑬
　
山
口
一
九
八
O
a
、
二
二
四
頁
。

⑳
山
口
一
九
八
一
。

⑳
　
拓
本
の
写
真
は
幾
つ
か
あ
る
が
、
羅
一
九
三
三
や
内
藤
一
九
二
八
（
初
版
）
の

　
附
拓
本
写
真
が
鮮
明
。

⑳
　
佐
川
縢
一
九
五
九
－
六
〇
、
九
〇
二
百
ハ
、
王
「
・
兀
八
二
、
　
一
九
百
ハ
、
幻
ざ
ゴ
賃
山
「

　
ω
8
6
。
。
㎝
も
■
一
認
甲
い
冨
亀
O
o
げ
ぎ
δ
。
。
刈
も
■
①
ザ
参
照
。

⑳
　
楊
一
九
八
六
、
～
二
六
穴
｝
翼
、
紬
武
内
一
九
九
四
、
唱
．
C
Q
O
C
O
戸
一
一
．

⑱
写
　
O
ぎ
§
卜
⊃
箕
瞳
。
。
、
録
　
王
・
陳
一
九
八
七
（
単
文
）
四
六
頁
、
訳
…

　
王
・
陳
一
九
八
七
（
漢
文
）
二
〇
一
二
二
買
。

⑳
山
ロ
一
九
八
O
b
、
四
五
頁
注
一
四
五
。

（487）15



3
　
行
人
と
軍
戸

16 （488）

　
以
上
の
通
り
、
「
三
部
落
」
と
い
え
ば
、
漢
人
の
軍
戸
部
落
、
つ
ま
り
ト
ン
サ
ル
、
ゴ
ー
サ
ル
、
ニ
ン
ツ
ォ
ム
部
落
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
う
す
る
と
、
先
ほ
ど
の
行
人
三
部
落
と
は
、
漢
人
軍
戸
の
「
三
部
落
」
と
同
義
語
に
な
る
は
ず
だ
。
そ
こ
で
少
な
く
と
も
、
こ
の
行
人
は
軍

事
関
連
の
意
味
を
有
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
に
な
る
が
、
行
人
に
兵
士
と
い
う
意
味
が
あ
る
こ
と
は
、
各
辞
書
で
杜
甫
の
「
丘
ハ
車
行
」
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

引
用
し
て
説
明
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
し
、
ま
た
、
九
世
紀
中
葉
の
乱
焼
文
書
に
お
い
て
「
慈
父
在
日
、
身
充
行
人
、
征
行
数

②年
。
」
と
い
う
一
節
が
あ
る
の
も
当
時
に
こ
の
用
法
が
あ
っ
た
裏
付
け
と
な
る
。
行
人
部
落
の
行
人
が
兵
士
と
い
う
意
味
で
あ
る
こ
と
は
ほ
ぼ

間
違
い
な
か
ろ
う
。

　
た
だ
し
、
行
人
三
部
落
と
い
う
よ
う
な
用
法
か
ら
し
て
、
行
人
部
落
と
い
う
の
は
固
有
の
部
落
に
あ
て
ら
れ
た
名
称
と
い
う
よ
り
、
「
軍
戸

の
部
落
」
を
総
称
し
た
、
い
わ
ば
普
通
名
詞
で
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
そ
れ
を
裏
付
け
る
た
め
に
も
、
こ
の
行
人
部
落
が
他
の
（
固
有
名
詞
と

し
て
の
）
軍
戸
部
落
と
同
じ
文
書
内
に
並
列
し
て
現
れ
る
の
か
否
か
、
確
認
し
て
み
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
現
れ
な
け
れ
ば
、
行
人
部
落
は
固
有

名
詞
と
し
て
使
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
間
接
的
証
拠
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
先
述
の
通
り
、
行
人
部
落
の
現
れ
る
文
書
は
他
に
S
～
四
七
五
裏
、

S
一
八
六
四
、
P
T
～
一
〇
〇
の
三
点
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
確
認
し
て
み
よ
う
。
ま
ず
S
一
八
六
四
は
『
維
摩
経
』
で
あ
り
、
そ
の
題
記

に
は

　
　
歳
次
甲
戌
年
九
月
上
帯
沙
愚
行
入
部
落
百
姓
張
玄
逸
、
奉
為
過
往
、
父
母
及
七
世
先
亡
、
当
家
夫
妻
男
女
書
判
及
法
界
衆
生
、
貝
割
小
字
維
摩
羅
一
部
。

　
　
普
願
往
西
方
浄
土
、
一
時
成
仏

　
　
　
　
　
（
写
最
宝
蔵
曝
　
四
、
二
＝
二
頁
。
録
　
ジ
ャ
イ
ル
ズ
や
。
。
⑩
、
『
索
引
』
　
一
四
六
頁
、
『
索
引
新
篇
隔
五
六
頁
、
『
識
語
』
三
～
六
、
三
一
七
頁
。
）

と
あ
る
の
み
で
、
他
の
部
落
と
並
列
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
P
T
一
～
○
○
は
反
故
と
な
つ
だ
漢
語
仏
典
断
片
の
裏
に
、
チ
ベ
ッ
ト
語
が
二
条
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

漢
語
が
一
条
記
さ
れ
て
お
り
、
ど
れ
も
練
習
書
き
で
あ
る
。
そ
の
一
条
の
漢
語
に
は
、
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の

　
　
戌
年
三
月
O
國
四
日
行
人
部
落
百
姓
張
善
和
為
無
糧
用
今

と
あ
る
の
み
で
、
や
は
り
他
の
部
落
と
並
列
し
て
現
れ
て
い
な
い
。
一
方
、
S
一
四
七
五
裏
は
、
行
人
、
上
、
下
、
ゴ
ー
サ
ル
部
落
な
ど
が
同

時
に
現
れ
る
よ
う
に
｛
黒
み
え
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
実
際
に
は
牒
、
社
司
転
載
、
契
約
文
書
な
ど
元
々
個
別
の
文
書
｛
六
点
を
反
故
に
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

『
大
乗
稲
考
古
疏
』
を
記
す
た
め
に
貼
り
接
い
だ
も
の
で
あ
っ
て
、
一
文
書
内
で
並
列
し
て
現
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
行
人
部
落
が
現
れ

る
7
枚
目
の
契
約
文
書
「
行
人
部
落
百
姓
張
詰
論
便
麦
契
」
に
限
っ
て
も
、
や
は
り
他
の
部
落
は
現
れ
な
い
。
以
上
三
点
他
の
部
落
と
並
列
し

て
現
れ
る
例
が
な
い
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
行
人
部
落
は
一
般
的
な
軍
戸
の
部
落
を
指
す
名
称
で
あ
る
こ
と
に
妨
げ
は
無
い
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
行
入
部
落
の
原
語
が
チ
ベ
ッ
ト
語
文
書
の
中
に
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
考
察
は
確
実
と
な
る
。
そ
の
語
と
は
嶺
。
傷

阻
塞
ω
島
Φ
「
軍
の
（
千
）
戸
」
で
あ
る
。
こ
の
語
は
P
T
＝
六
六
、
P
T
一
二
九
四
、
P
T
一
五
九
八
、
○
『
誤
．
注
1
1
＜
2
α
①
｛
o
H
．
G
。
り
に
現
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

既
に
山
口
氏
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
個
々
の
軍
部
落
の
名
称
で
は
な
く
一
般
的
な
「
軍
戸
の
部
落
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
こ
れ
は
ま
さ
し
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

今
ま
で
見
て
き
た
行
人
部
落
と
一
致
し
て
お
り
、
行
人
部
落
は
チ
ベ
ッ
ト
語
の
お
。
創
ξ
冨
号
「
軍
千
戸
」
の
対
訳
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
そ
う
す
る
と
当
然
、
漢
語
に
お
け
る
行
人
は
チ
ベ
ッ
ト
語
の
嶺
○
傷
の
意
訳
と
し
て
使
わ
れ
た
術
語
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
吐
蕃
治
下
、

被
支
配
人
の
身
分
と
し
て
軍
戸
（
お
○
匹
）
と
民
戸
（
σ
q
由
§
q
q
）
に
は
待
遇
の
差
異
が
あ
っ
た
、
（
つ
ま
り
軍
戸
の
方
が
上
で
あ
っ
た
）
こ
と
は
同
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

代
の
法
律
文
書
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
被
支
配
漢
人
が
軍
戸
に
選
定
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
彼
ら
の
身
分
を
示
す
た
め
の
漢
語
が
必
要
で
あ

っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
く
、
適
当
な
語
と
し
て
「
行
人
」
が
選
ば
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
実
際
、
吐
蕃
期
の
漢
語
文
書
に
現
れ
る
行
人
は
よ

く
解
釈
し
得
な
い
事
が
多
か
っ
た
が
、
上
記
の
よ
う
に
考
え
る
と
解
決
が
つ
く
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
幾
つ
か
例
を
挙
げ
て
み
よ
う
。

　
P
二
四
四
九
裏
に
は
瓜
州
軍
管
区
の
節
度
使
上
菅
達
意
乞
利
悉
去
嘱
の
徳
を
称
え
た
文
章
が
含
ま
れ
る
が
、
そ
の
う
ち
に
次
の
様
な
一
節
が

あ
る
。

　
　
流
沙
の
僧
俗
、
敢
え
て
豊
幌
を
荷
な
い
、
菖
姓
行
人
に
入
る
を
得
、
部
落
其
の
籍
信
を
標
ら
か
に
す
る
は
、
皆
な
（
節
度
使
が
）
激
烈
に
申
す
に
よ
り
、

　
　
編
旨
辺
に
垂
ら
す
所
以
な
り
。
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（
写
一
『
宝
藏
』
　
一
工
○
、
五
〇
⊥
ハ
頁
、
　
癬
法
鼎
戚
湿
敦
焼
』
　
一
四
、
九
五
頁
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
既
に
ド
ミ
エ
ヴ
イ
ル
氏
や
藤
枝
氏
が
検
討
し
た
箇
所
だ
が
、
下
線
部
の
意
昧
は
必
ず
し
も
明
白
に
は
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。
行
人
が
軍
戸
の

意
と
す
る
と
、
つ
ま
り
瓜
州
軍
管
区
の
節
度
使
の
お
陰
で
沙
州
の
重
版
が
軍
戸
に
入
り
得
た
こ
と
を
示
す
と
み
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

　
ま
た
、
S
一
二
〇
三
「
吐
蕃
蔦
蔓
沙
州
灌
進
渠
百
姓
李
進
恒
等
牒
」
は
、
論
難
を
め
ぐ
っ
て
の
土
地
の
売
買
、
交
換
に
つ
き
、
役
所
の
許
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

得
る
文
書
だ
が
、
そ
の
や
り
取
り
さ
れ
る
土
地
に
「
行
人
突
地
」
が
現
れ
る
。
突
（
匡
住
o
H
）
地
と
は
吐
蕃
の
徴
税
対
称
と
な
る
地
の
事
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

軍
戸
が
耕
地
を
有
し
、
徴
税
さ
れ
て
い
た
事
は
周
知
の
通
り
で
あ
り
、
そ
こ
で
こ
こ
は
「
軍
戸
の
ド
ル
課
対
象
土
地
」
と
考
え
ら
れ
る
。

　
さ
ら
に
、
帰
義
軍
期
の
「
行
人
転
身
」
も
例
証
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
帰
義
軍
期
に
は
「
社
司
転
帖
」
、
「
渠
人
転
帖
」
な
ど
、
転
帖

文
書
と
も
雪
口
う
べ
き
書
式
を
持
つ
文
書
群
が
い
く
つ
か
あ
る
が
、
行
人
転
帖
も
そ
の
類
で
あ
る
。
内
容
は
他
の
転
帖
と
同
じ
く
、
期
日
ま
で
に

決
め
ら
れ
た
地
点
に
集
合
す
る
こ
と
、
遅
れ
た
場
合
は
罰
が
あ
る
こ
と
な
ど
を
通
達
す
る
回
覧
書
で
あ
る
が
、
特
徴
的
な
の
は
集
合
を
命
ぜ
ら

れ
る
行
人
た
ち
が
武
器
を
持
参
す
る
こ
と
、
門
の
警
備
を
命
ぜ
ら
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
帖
者
、
つ
ま
り
圓
覧
元
が
節
度
使
下
の
武
人
で
あ
る
こ

と
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
明
ら
か
に
行
人
は
軍
事
と
関
係
す
る
の
で
あ
る
が
、
で
は
こ
の
行
人
が
具
体
的
に
は
何
か
を
め
ぐ
り
、
今
に
い
た
る

ま
で
議
論
が
続
い
て
い
る
。
例
え
ば
那
波
氏
は
「
寒
夜
」
つ
ま
り
夜
警
で
あ
る
と
す
る
。
ま
た
姜
氏
は
「
行
会
」
な
ど
の
構
成
員
が
自
警
の
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

め
に
武
装
し
た
と
奪
う
見
解
を
出
し
た
こ
と
が
あ
る
し
、
石
田
氏
も
密
議
の
意
見
を
発
展
さ
せ
て
い
る
。
そ
の
中
で
注
目
す
べ
き
は
、
土
肥
義

和
氏
に
よ
り
明
ら
か
に
さ
れ
た
、
官
健
社
、
つ
ま
り
兵
士
の
社
の
構
成
員
が
「
一
〇
世
紀
中
期
二
月
四
日
神
沙
事
事
行
人
亭
亭
」
に
も
現
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

い
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
散
行
人
に
つ
い
て
氏
は
「
樋
管
正
・
散
行
人
」
と
い
う
例
を
引
い
て
正
行
人
、
追
行
人
な
る
存
在
を
確
認
し
、
応

管
と
い
う
語
か
ら
こ
れ
ら
行
人
が
節
度
使
の
下
部
組
織
で
あ
る
、
と
指
摘
す
る
。
同
氏
は
例
を
挙
げ
る
に
留
ま
り
そ
れ
以
上
の
解
釈
は
さ
れ
て

い
な
い
。
し
か
し
、
今
ま
で
述
べ
て
き
た
吐
蕃
期
の
行
人
と
も
考
え
合
わ
せ
る
と
、
行
人
転
帖
の
行
人
は
、
軍
人
、
兵
士
と
い
う
吐
蕃
期
の
用

法
が
後
の
時
代
に
も
残
っ
た
例
で
あ
る
、
と
十
分
推
測
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
行
人
ほ
軍
人
と
い
う
術
語
が
吐
蕃
期
か
ら
定
着
し
た
の
か
、
そ
れ
と
も
そ
れ
以
前
か
ら
沙
州
地
域
で
一
般
的
に
兵
士
の
意
味
と
し
て
術
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語
的
に
使
用
し
て
い
た
の
が
、
吐
蕃
期
に
軍
戸
の
対
訳
と
し
て
採
用
さ
れ
た
だ
け
な
の
か
、
そ
の
点
に
関
し
て
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
し
か
し
、

少
な
く
と
も
帰
義
軍
期
に
も
吐
蕃
期
と
同
様
な
意
味
で
、
1
も
ち
ろ
ん
吐
蕃
期
の
「
軍
戸
」
と
厳
密
に
同
じ
で
は
な
い
だ
ろ
う
が
　
　
軍
人

と
い
う
程
の
意
味
で
使
用
さ
れ
て
い
た
と
み
る
の
が
妥
当
な
の
で
あ
る
。

　
①
　
　
『
十
四
集
註
杜
工
部
詩
』
巻
一
四
（
四
部
叢
刊
初
編
本
）
「
兵
車
行
」
に
は
次
　
　
　
　
使
わ
れ
て
い
る
（
O
ゲ
．
c
。
①
．
融
く
Φ
諺
。
日
く
。
門
O
G
。
置
．
㎝
ρ
武
内
一
九
九
五
、
［
揖

　
　
の
よ
う
に
あ
る
。
門
車
田
韓
、
馬
粛
粛
、
行
人
樗
箭
各
在
腰
（
薬
伯
世
日
、
行
人
、
　
　
　
　
一
①
参
照
）
。
…
般
的
な
称
号
で
も
契
約
文
書
に
使
用
で
き
た
の
で
あ
る
。

　
　
行
役
二
人
也
と
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦
P
T
～
〇
七
一
（
写
”
9
。
§
昏
。
唱
「
鵯
。
。
ム
8
、
録
　
王
・
陳
一
九
八
三
b
、

　
②
P
三
七
三
〇
一
一
二
「
沙
臼
玉
恵
郷
百
姓
李
進
達
状
」
（
写
・
録
士
籍
帳
臨
五
　
　
＝
｝
1
五
六
頁
、
訳
…
王
・
陳
一
九
八
三
a
、
七
－
三
四
頁
）
。
P
T
一
〇
七
二

　
　
五
四
頁
、
『
釈
録
㎞
四
、
四
八
三
頁
）
。
吐
蕃
期
に
は
存
在
し
な
い
「
郷
」
よ
り
、
　
　
　
　
　
（
写
一
G
ぎ
騨
邸
黛
ω
■
膳
O
甲
賀
ω
）
。
ま
た
山
口
一
九
八
灘
一
、
八
〇
一
…
八
〇
三
頁

　
文
書
の
紀
年
と
し
て
は
帰
義
軍
期
と
考
え
ら
れ
る
も
の
の
、
こ
の
場
合
の
行
人
が

　
兵
士
と
い
う
意
味
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
な
お
池
田
氏
は
文
書
作
成
時
期

　
を
九
世
紀
中
葉
と
し
て
い
る
（
門
島
帳
㎞
五
五
四
頁
）
。

③
チ
ベ
ッ
ト
語
の
内
容
は
契
約
文
轡
（
馬
の
貸
借
）
と
、
下
達
公
文
書
（
手
紙
タ

　
イ
ブ
ー
）
。
ラ
ル
…
目
録
く
。
一
「
鱒
℃
■
①
O
、
王
発
目
録
一
五
～
頁
、
ま
た
パ
リ
目
録

　
く
。
一
．
①
庖
絹
？
蕊
参
照
。

④
接
合
の
様
子
に
つ
い
て
は
欄
英
蔵
敦
煙
飴
三
、
七
三
…
七
八
頁
、
『
宝
蔵
』
一

　
一
、
｝
五
〇
一
一
六
五
頁
参
照
。
七
枚
目
に
つ
い
て
は
、
写
偏
繹
録
㎞
二
、
八

　
四
頁
、
『
§
G
。
も
■
心
Q
。
、
録
”
噌
繹
録
睡
蓮
、
八
四
頁
、
臼
冒
ω
も
．
悼
O
O
■

⑤
山
口
一
九
八
O
b
、
三
二
頁
。

⑥
ま
た
、
行
人
部
落
は
契
約
文
書
で
も
所
属
を
示
す
た
め
に
使
わ
れ
て
い
る
が

　
（
S
｝
四
七
五
裏
）
、
チ
ベ
ッ
ト
語
の
同
α
q
・
庫
さ
一
ω
号
も
同
様
に
チ
ベ
ッ
ト
語
契

　
約
文
書
の
内
に
「
お
。
山
ξ
＝
Φ
p
σ
Q
ゲ
。
…
（
軍
戸
の
令
狐
…
）
」
と
い
う
よ
う
に

　
参
照
。

⑧
U
①
ヨ
白
く
田
Φ
ら
詔
甲
℃
．
卜
。
魔
、
藤
枝
一
九
六
一
、
　
鴬
野
ハ
頁
。

⑨
写
晶
宝
藏
』
一
六
、
一
六
四
頁
、
『
籍
帳
』
五
一
八
頁
、
『
英
蔵
敦
煤
臨
四
、

　
二
頁
、
↓
冒
ω
琶
鷲
（
》
）
℃
．
①
○
。
、
録
落
籍
帳
』
五
一
八
頁
、
臼
§
臨
。
武
篇
（
匂
u
）

　
ワ
9
。

⑩
姜
一
九
八
四
、
楊
｛
九
八
六
、
池
田
一
九
九
〇
。

⑪
出
軍
戸
部
落
下
の
将
（
傅
ω
訂
p
）
が
徴
税
と
労
働
の
場
合
の
一
単
位
と
な
っ
て

　
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
武
内
一
九
九
四
、
署
．
c
◎
鰹
幽
。

⑫
行
人
転
帖
に
つ
い
て
主
な
研
究
の
み
を
挙
げ
る
と
、
前
出
の
那
波
　
九
四
四
a
、

　
b
、
那
波
、
石
田
一
九
八
～
、
姜
一
九
七
九
、
姜
一
九
九
二
、
一
八
～
一
～
八
六

　
頁
な
ど
。
ま
た
石
田
　
九
九
五
、
六
七
四
－
五
頁
に
も
言
及
が
あ
る
。

⑬
土
肥
一
九
九
五
、
七
三
二
頁
。
な
お
、
前
出
石
田
一
九
九
五
と
共
に
大
阪
大

　
学
坂
尻
彰
宏
氏
に
御
教
示
い
た
だ
い
た
。
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4

軍
戸
と
民
戸
－
行
人
部
落
と
縣
綿
部
落
一

20 （492）

（
1
）
　
続
綿
部
落
と
民
芦

　
さ
て
、
行
人
部
落
が
同
σ
q
。
餌
犀
覧
ω
山
Φ
の
意
訳
で
あ
り
、
軍
戸
部
落
の
総
称
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
に
対
応
す
る
総
称
と
し
て
必
聴
の
部
落
、

つ
ま
り
σ
q
受
琶
σ
q
σ
q
陣
6
。
仙
Φ
の
存
在
が
当
然
予
想
さ
れ
る
。
実
際
、
チ
ベ
ッ
ト
語
文
書
中
の
法
律
文
書
か
ら
明
ら
か
な
と
お
り
、
「
民
戸
」
α
q
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

《
自
σ
q
と
い
う
身
分
は
存
在
し
た
の
で
あ
り
、
そ
し
て
「
軍
戸
」
が
有
る
以
上
白
州
に
も
民
戸
は
存
在
し
た
は
ず
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
管
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

の
限
り
心
落
文
書
に
は
α
q
受
認
σ
q
σ
q
一
ω
創
Φ
と
い
う
例
は
一
つ
と
し
て
見
あ
た
ら
な
い
。
た
だ
、
そ
の
代
わ
り
に
行
人
部
落
と
対
に
な
っ
て
現
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

る
民
戸
の
部
落
が
あ
る
。
そ
れ
は
綜
綿
部
落
（
傷
費
窓
、
一
巴
Φ
）
で
あ
る
。
こ
の
部
落
が
実
際
に
は
ど
の
様
な
役
割
を
持
ち
、
他
の
部
落
と
ど
の

様
な
関
係
に
あ
っ
た
の
か
、
い
ま
だ
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
一
つ
確
か
な
こ
と
は
こ
の
部
落
は
、
チ
ベ
ッ
ト
語
文
書
で
は
お
。
餌

ξ
一
。
。
号
と
、
漢
語
文
書
で
は
行
人
部
落
と
共
に
現
れ
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
チ
ベ
ッ
ト
語
文
書
P
T
一
一
六
六
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
ぴ
一
8
巨
の
ぎ
ぴ
斗
禽
α
q
胤
ω
紆
H
冒
．
一
a
①
畠
き
α
q
お
＆
ξ
一
嵩
Φ
σ
q
昌
団
尻
σ
q
凱
も
。
匪
同
鉱
℃
8
一
p
。
・
℃
臥
昌
σ
q
お
。

　
　
論
ツ
ォ
シ
ェ
ル
が
綜
綿
部
落
と
軍
戸
部
落
二
部
の
（
一
一
け
．
が
）
収
税
官
に
（
手
紙
を
）
送
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
写
”
武
内
一
九
九
五
掌
窓
）

P
T
一
＝
買
血
自
体
は
レ
ク
ツ
ェ
ー
（
α
q
δ
σ
Q
ω
冨
ご
し
。
）
と
呼
ば
れ
る
種
の
文
書
で
あ
る
。
武
内
氏
に
よ
る
と
、
レ
ク
ツ
ェ
ー
と
は
写
経
時
に
写

経
生
身
に
配
ら
れ
る
大
判
の
写
経
用
紙
の
内
、
写
経
生
が
自
由
に
使
用
で
き
る
一
枚
で
あ
り
、
そ
れ
ら
に
は
各
種
の
練
習
書
き
や
落
書
き
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

が
入
り
交
じ
っ
て
記
さ
れ
て
い
て
、
重
要
な
情
報
も
多
く
含
ま
れ
る
。
そ
の
一
部
に
上
の
よ
う
な
一
文
が
記
さ
れ
て
お
り
、
明
ら
か
に
二
つ
の

部
落
が
並
列
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
チ
ベ
ッ
ト
語
文
書
O
『
誤
．
蕪
（
u
く
O
一
■
O
①
｛
O
轡
ω
Φ
）
も
二
つ
の
部
落
が
対
応
す
る
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
当
文
書
は
尼
僧
（
島
σ
q
Φ



吐蕃支配下敦焼の漢人部落（岩尾）

。。

ｯ
。
ゆ
σ
q
§
）
の
リ
ス
ト
で
あ
り
、

　
　
も
。
訂
2
9
9
お
。
山
ξ
一
巴
①

　
　
ω
訂
2
喜
鋤
島
費
窓
、
一
巴
Φ

　
　
ω
訂
2
℃
訂
ぴ
房
き
ヨ
。
、
陣
げ
碧
σ
q
ω

　
　
。
・
㊦
窪
讐
Q

　
　
一
〇
房
餌
喜
鋤
．
一
ω
紆

各
人
の
出
身
を
記
し
て
い
る
の
だ
が
、
そ
の
出
身
を
羅
列
す
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。

沙
州
人
　
軍
戸
部
落

沙
州
人
　
練
綿
部
落

沙
州
人
　
　
（
高
富
の
？
）

西
州
人
？

翻
訳
者
の
部
落

奥
方
の
属
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
録
”
（
一
部
）
↓
ぎ
ヨ
霧
一
㊤
縁
℃
．
刈
一
）

中
に
は
不
明
な
も
の
も
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
沙
州
人
に
関
し
て
は
、
軍
戸
部
落
（
H
σ
q
巳
ξ
里
住
Φ
）
と
綜
綿
部
落
（
審
門
窓
、
一
。
。
紆
）
が
対
応
し

て
現
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
さ
れ
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
漢
語
文
書
で
の
例
と
し
て
は
S
五
八
二
四
が
あ
る
。
行
人
部
落
と
綜
綿
部
落
の
人
々
が
、
そ
れ
ぞ
れ
菜
を
経
坊
に
供
給
す
る
こ
と
を
命
ぜ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

れ
る
と
い
う
も
の
で
、
二
つ
の
部
落
に
よ
り
菜
を
供
給
さ
れ
る
人
名
が
書
き
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
既
に
藤
枝
氏
の
録
文
、
訳
が
あ
る
の
で
、
こ

こ
で
は
録
文
の
み
載
せ
る
。

　
　
応
経
坊
合
請
菜
蕃
漢
判
官
等

　
　
　
先
子
年
已
前
、
蕃
僧
五
人
、
長
対
写
経
廿
五
人
、

　
　
　
僧
五
人
、
一
年
合
准
方
印
、
得
菜
一
十
七
駄
、
行
人
部
落
供
、

　
　
　
写
経
廿
五
人
、
一
年
准
方
印
、
得
菜
八
十
五
駄
、
綜
綿
部
落
供
、

　
　
　
昨
奉
　
処
分
、
当
頭
供
者
、
具
名
如
後
。

　
　
行
人
　
　
（
名
前
は
略
）
已
上
人
、
毎
日
得
計
二
束
。

　
　
綜
綿
　
　
（
略
一
同
右
）
已
上
人
、
毎
日
得
滑
三
束
。

21 （493）



　
　
　
右
件
入
、
准
官
湯
料
、
合
請
得
菜
。
請
処
分
。

　
　
牒
。
件
状
如
前
、
謹
牒
。

こ
こ
で
も
、
明
ら
か
に
行
人
、
練
綿
の
両
部
落
が
並
列
さ
れ
て
い
る
の
が
み
て
と
れ
よ
う
。
以
上
の
よ
う
に
、
行
人
部
落
と
綜
綿
部
落
は
チ
ベ

ッ
ト
語
、
漢
語
文
書
両
方
に
て
対
と
な
っ
て
現
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
さ
て
行
人
部
落
が
「
軍
戸
部
落
」
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
に
対
に
な
る
の
は
当
然
「
民
需
部
落
」
で
あ
る
は
ず
だ
。
伍
践
窓
、
一
ω
号
、
つ
ま

り
「
絹
の
部
落
」
と
い
う
名
称
は
、
後
述
す
る
が
職
能
ご
と
に
分
け
ら
れ
る
と
い
う
民
謡
の
特
徴
を
明
ら
か
に
示
し
、
そ
し
て
「
軍
戸
部
落
」

と
対
に
な
っ
て
現
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
綜
綿
部
落
は
沙
州
に
お
け
る
「
民
戸
部
落
」
だ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
で
は
な
ぜ

「
民
青
部
落
」
と
い
う
術
語
が
使
わ
れ
ず
、
代
わ
り
に
綜
綿
部
落
が
使
わ
れ
る
の
か
、
疑
問
と
な
ろ
う
。
こ
れ
に
応
え
る
に
は
、
そ
も
そ
も
吐

蕃
に
お
け
る
民
戸
と
は
ど
の
様
な
存
在
な
の
か
、
想
起
す
る
必
要
が
あ
る
。

22 （494）

（
2
）
　
吐
蕃
の
民
戸

　
吐
蕃
に
お
け
る
指
墨
（
σ
q
－
《
自
σ
q
）
と
は
何
か
。
吐
蕃
崩
壊
後
に
成
立
し
た
チ
ベ
ッ
ト
語
史
書
や
、
中
央
ア
ジ
ア
か
ら
出
土
し
た
木
簡
な
ど
の

史
料
が
比
較
的
残
っ
た
軍
戸
に
比
べ
、
民
戸
に
関
す
る
情
報
は
少
な
い
。
山
口
瑞
鳳
氏
は
吐
蕃
崩
最
後
に
成
立
し
た
チ
ベ
ッ
ト
語
史
書
を
使
い
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

民
戸
に
関
し
て
考
察
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
民
戸
は
軍
戸
を
支
え
る
為
に
あ
り
、
職
能
集
団
と
し
て
機
能
し
て
い
た
ら
し
い
。

　
ま
た
、
熊
文
彬
氏
は
チ
ベ
ッ
ト
語
文
献
に
挙
げ
ら
れ
る
懐
一
σ
q
建
や
団
巳
巴
Φ
と
い
っ
た
集
団
に
注
目
し
、
彼
ら
こ
そ
民
戸
で
あ
る
と
考
え

⑧る
。
《
巳
巴
Φ
は
軍
戸
に
並
列
し
て
記
さ
れ
て
お
り
、
各
ル
に
平
均
し
て
一
六
ず
つ
配
備
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
《
巳
践
Φ
に
団
巳
曾
8
が
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

と
い
う
。
し
か
し
、
そ
の
同
じ
団
即
言
Φ
に
つ
い
て
ウ
ー
バ
ッ
円
蓋
は
全
く
別
の
見
解
を
持
っ
て
い
る
。
氏
に
よ
る
と
彼
ら
は
軍
千
戸
の
下
部

組
織
で
、
岩
団
巳
ω
締
は
五
百
戸
で
構
成
さ
れ
一
つ
の
軍
千
戸
に
は
二
つ
の
団
早
番
Φ
が
い
る
、
と
一
憶
う
。
た
だ
し
両
氏
い
ず
れ
の
主
張
に
せ

よ
、
証
拠
が
挙
げ
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
く
仮
説
の
域
を
出
な
い
。
本
稿
で
は
別
の
方
面
か
ら
民
戸
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。
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ま
ず
、
＝
二
世
紀
半
ば
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
チ
ベ
ッ
ト
語
史
書
『
デ
ウ
仏
教
史
』
（
二
七
三
頁
）
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
岩
乙
Φ
臼
磐
。
・
口
鎚
α
q
o
鳥
ξ
書
け
。
お
巴
Φ
び
N
ぼ
げ
。
¢
讐
Φ
ω
び
冨
ω
8
＼
σ
q
由
毒
σ
q
σ
q
一
触
ω
号
げ
嘗
α
q
。
・
募
9
日
号
お
写
Φ
お
［
げ
。
9
色
　
窓
、
。
＼

　
　
邦
々
に
て
軍
戸
の
千
戸
を
四
〇
と
し
、
民
戸
の
人
戸
を
民
衆
か
ら
創
り
、
奴
隷
を
［
分
け
た
？
］
。

　
更
に
、
一
五
四
五
1
　
五
六
四
に
書
か
れ
た
『
賢
者
の
喜
宴
隔
（
一
八
八
－
一
八
九
頁
）
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
お
。
島
ξ
冨
ε
づ
σ
Q
a
①
山
毎
α
Q
び
。
¢
騒
p
α
q
9
α
q
℃
ご
①
＼
＼

　
　
α
q
受
毎
α
Q
σ
q
一
鼠
。
。
号
穿
Φ
贔
傷
き
σ
q
巻
轟
穿
魯
σ
q
、
9
＆
＼
＼

　
　
軍
戸
の
千
戸
を
六
一
に
分
け

　
　
民
戸
の
人
戸
を
奴
隷
と
そ
れ
以
下
の
奴
隷
と
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

『
賢
者
の
喜
宴
隔
が
『
デ
ウ
仏
教
史
』
を
情
報
元
と
し
て
い
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
両
者
の
記
述
に
は
食
い
違
い
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
ど
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

ら
に
し
て
も
軍
戸
が
は
っ
き
り
と
「
千
戸
」
（
ω
け
8
α
Q
ω
山
Φ
）
と
記
さ
れ
る
の
に
比
べ
、
民
戸
は
「
人
戸
」
（
巨
鑑
Φ
）
と
い
う
曖
昧
な
記
さ
れ
方

で
あ
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
山
口
氏
の
指
摘
通
り
、
後
代
の
文
献
か
ら
知
る
限
り
、
富
戸
は
職
能
に
よ
り
分
け
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
そ
う
す

る
と
人
的
規
模
に
よ
っ
て
分
け
ら
れ
た
軍
千
戸
の
よ
う
に
特
定
の
規
模
を
も
っ
た
集
団
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
確
か
に
、
髄
鞘
に
お
い
て
も

軍
戸
は
ゴ
ー
サ
ル
部
落
（
お
○
儒
。
。
鎚
犀
胤
。
。
匹
Φ
劉
「
新
軍
戸
の
（
千
）
戸
」
）
や
ト
ン
サ
ル
部
落
（
ω
8
口
σ
q
ω
鉾
犀
風
巴
①
1
1
「
新
千
戸
の
（
千
）
戸
」
、
ニ
ン
ツ

ォ
ム
部
落
（
雪
覧
昌
σ
q
厨
げ
。
ヨ
ω
押
覧
ω
畠
①
巨
「
中
心
の
（
千
）
戸
」
）
な
ど
、
軍
戸
そ
の
も
の
を
示
す
名
で
あ
っ
た
り
ま
た
場
所
を
意
味
す
る
名
を
も
つ

の
に
対
し
、
綜
綿
部
落
（
匹
畏
窓
、
一
直
Φ
翻
「
絹
の
部
落
」
）
は
明
ら
か
に
職
能
に
よ
り
名
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　
翻
っ
て
劇
甚
文
書
か
ら
み
る
と
、
周
辺
地
域
、
特
に
軍
管
区
が
置
か
れ
た
地
で
は
、
被
支
配
者
は
直
ち
に
軍
戸
と
民
戸
に
分
割
さ
れ
た
わ
け

で
は
な
い
。
P
T
～
○
入
九
の
九
行
目
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
銘
巳
お
臨
巴
ξ
H
。
・
「
α
q
誘
鴇
p
o
信
窟
お
a
臼
窪
。
昌
溶
し
。
＼
＼
。
。
け
8
σ
q
唱
。
昌
。
。
δ
お
。
毎
σ
q
団
§
α
q
し
。
傷
①
び
。
泣
爵
し
。
＼
＼

　
　
去
年
以
降
、
沙
州
漢
人
を
軍
戸
に
選
抜
し
、
千
戸
長
、
千
戸
小
長
も
千
戸
を
管
轄
し
て
…

23 （495）



注
意
す
べ
き
は
軍
戸
と
民
戸
に
分
割
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
「
軍
戸
に
選
ば
れ
た
」
、
と
言
う
こ
と
だ
。

　
ま
た
、
同
文
書
三
三
行
目
か
ら
四
二
行
目
に
は
涼
州
軍
管
区
の
官
職
序
列
表
が
載
っ
て
い
る
が
、
当
地
に
駐
屯
し
て
い
た
と
見
ら
れ
る
ス
ム

パ
や
ア
シ
ャ
（
吐
谷
渾
）
の
軍
千
戸
関
連
の
役
職
が
現
れ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
当
地
の
大
部
分
を
占
め
る
は
ず
の
漢
人
軍
千
戸
に
関
係
す
る
役

職
は
全
く
現
れ
な
い
。
信
州
は
沙
州
よ
り
も
早
く
七
六
四
年
に
吐
蕃
の
支
配
下
に
入
っ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
地
帯
に
漢
人
の
軍
戸
が
み
ら
れ

な
い
の
は
、
獲
得
さ
れ
た
支
配
地
に
お
い
て
在
地
の
人
間
を
軍
戸
に
取
り
立
て
る
の
は
、
滞
る
程
度
支
配
体
制
の
基
盤
が
固
ま
っ
て
か
ら
だ
っ

た
事
を
予
想
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
新
た
な
支
配
地
に
は
必
ず
や
何
ら
か
の
体
制
を
確
立
さ
せ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
ま
し
て
勢
州
は
周
辺
の
オ
ア
シ
ス
都
市
よ
り
遅
く

に
吐
蕃
支
配
下
に
入
っ
た
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
支
配
の
た
め
の
ノ
ウ
ハ
ウ
は
既
に
充
分
蓄
積
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
証
拠
に
、
沙
州

支
配
後
、
す
ぐ
に
詳
細
な
戸
口
調
査
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
僧
尼
部
落
の
戸
口
籍
帳
（
S
二
七
二
九
）
の
紀
年
が
沙
州
支
配
の
翌
々
年
の
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

八
八
年
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
み
て
と
れ
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
す
る
と
、
軍
戸
に
選
ば
れ
る
ま
で
、
沙
州
の
漢
人
た
ち
は
全
員
昆
戸
と
し
て
登
録
さ
れ
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

軍
管
区
が
お
か
れ
た
よ
う
な
周
辺
地
域
で
は
、
被
支
配
民
は
横
戸
で
あ
り
、
後
に
そ
の
一
部
門
軍
戸
に
選
ば
れ
た
の
で
あ
る
。
言
い
換
え
る
と
、

被
支
配
地
域
は
、
基
本
的
に
は
寺
詣
し
か
い
な
い
の
で
あ
る
。
丸
焼
チ
ベ
ッ
ト
語
文
書
P
T
一
〇
九
一
の
九
－
一
〇
行
目
に
は
次
の
よ
う
な
一

節
が
確
認
さ
れ
る
。

九
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
前
略
）
　
　
　
　
　
　
辱
：
ぴ
量
σ
Q
賢
α
Q
鴛
霊
ω
＼
＼
茜
饗
お
。
傷
曾

十
二
σ
q
ω
o
＝
Φ
＼
σ
q
ω
9
訂
冨
窪
昌
9
日
曾
霞
石
ω
＼
H
σ
q
o
縣
臼
℃
ξ
信
お
し
。
8
＼
＼
。
。
昌
σ
q
旨
σ
Q
受
§
α
Q
匪
餌
ヨ
。
。
日
日
。
ぼ
ω
冨
．
二
珍
Φ

九
”
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
荊
略
）
私
め
ど
も
は
、
漢
入
を
里
戸
と
し
て

十
”
【
選
ぶ
よ
う
？
】
上
奏
し
て
、
上
奏
の
通
り
に
（
お
上
が
）
な
さ
り
、
軍
戸
と
し
て
出
だ
し
た
。
以
前
民
戸
地
域
（
σ
q
・
団
碁
α
q
匪
p
臼
ω
）

に
は
、

で
あ
っ
た
時

24　（496）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
写
一
〇
ぎ
§
邸
巳
．
斜
ω
㎝
）

文
書
下
方
に
斜
線
が
入
れ
ら
れ
、
ま
た
右
下
に
印
跡
ら
し
き
も
の
が
確
認
さ
れ
る
の
で
下
達
公
文
書
（
手
紙
文
書
タ
イ
プ
H
）
で
あ
っ
た
こ
と
は

わ
か
る
が
、
残
念
な
が
ら
破
損
が
激
し
く
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
引
用
部
分
は
、
郵
信
地
域
か
ら
軍
戸
を
選
び
出
し
た

と
解
釈
で
き
る
。
こ
れ
は
上
述
し
た
筆
者
の
推
定
を
裏
付
け
る
の
で
あ
る
。

　
被
支
配
地
域
で
は
皆
が
民
戸
で
あ
る
か
ら
、
「
磐
戸
部
落
」
σ
q
受
§
σ
q
σ
q
冨
像
Φ
と
い
う
名
称
自
体
が
意
味
を
な
さ
な
か
っ
た
。
そ
し
て
各
毘
戸

部
落
は
人
的
規
模
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
職
能
に
応
じ
て
設
置
さ
れ
た
、
つ
ま
り
、
そ
の
規
模
は
各
自
異
な
っ
て
い
た
。
沙
州
地
域
に
当
初
置

か
れ
た
の
は
綜
綿
部
落
の
み
で
あ
り
、
そ
れ
は
恐
ら
く
沙
州
全
域
を
カ
バ
ー
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
う
ち
、
あ
る
時
期
に
罠
戸
の
う
ち

か
ら
軍
戸
が
選
抜
さ
れ
て
「
軍
戸
部
落
」
が
組
織
さ
れ
、
そ
れ
が
行
人
部
落
と
呼
ば
れ
た
。
「
民
戸
部
落
」
σ
q
受
巨
σ
q
σ
q
一
。
。
浄
と
い
う
言
葉
が
み

つ
か
ら
な
い
こ
と
、
ま
た
そ
の
代
わ
り
に
行
人
部
落
と
対
応
し
て
綜
綿
部
落
が
現
れ
る
の
は
、
上
述
の
事
情
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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①
　
1
注
⑦
参
照
。

②
　
楊
銘
一
九
九
七
、
二
六
頁
で
は
、
P
T
一
一
一
一
に
門
沙
州
漢
人
の
お
。
仙
と

　
σ
Q
受
巷
α
q
の
部
衆
を
統
計
し
て
」
と
あ
る
と
す
る
。
し
か
し
該
当
部
分
と
思
わ
れ

　
る
二
行
屠
に
は
明
ら
か
に
お
誘
ω
訂
。
信
冨
お
。
α
陰
［
珍
。
α
q
ω
窟
．
ヨ
房
雪
α
q

　
器
富
（
下
線
筆
者
）
門
沙
石
漢
人
の
軍
戸
の
穀
物
税
を
集
め
る
倉
の
会
計
」
と
あ

　
る
。
ω
房
彰
α
Q
を
α
Q
俵
琶
σ
Q
と
見
間
違
え
た
の
だ
ろ
う
。

③
綜
綿
部
落
翻
α
窪
冨
．
厨
島
を
初
め
て
指
摘
し
た
の
は
藤
枝
一
九
六
一
、
二
三

　
二
f
二
三
五
頁
。
な
お
、
仙
黛
悪
、
駿
恥
Φ
1
薦
。
傷
搾
覧
ω
匹
Φ
が
対
に
な
る
こ
と
は

　
山
口
氏
も
雷
及
し
て
い
る
が
、
特
に
解
釈
し
な
い
。
山
口
一
九
八
O
b
、
三
二
頁
。

④
武
内
一
九
九
五
、
℃
℃
9
α
甲
銀
．
な
お
、
武
内
氏
に
よ
れ
ば
当
文
書
は
劉
ル
ト

　
ン
（
一
一
甲
¢
犀
一
信
喉
［
O
P
）
な
る
入
物
の
レ
ク
ツ
ェ
…
で
あ
っ
た
。

⑤
写
”
『
宝
藏
㎞
四
四
、
四
九
三
頁
、
『
釈
録
隔
二
、
四
＝
責
、
『
英
蔵
敦
焼
臨

　
九
、
一
六
七
頁
、
録
”
藤
枝
一
九
六
一
、
二
七
九
頁
、
『
釈
録
隔
二
、
四
＝
一
頁
。

⑥
藤
枝
一
九
六
一
、
二
七
九
－
二
八
○
頁
。

⑦
山
口
一
九
八
三
、
八
七
六
i
八
七
九
頁
。

⑧
熊
　
九
九
四
。

⑨
q
Φ
訂
畠
変
り
N

⑩
両
害
の
関
係
に
つ
い
て
¢
①
自
壊
6
8
も
「
。
。
ω
ρ
d
①
げ
餌
。
ダ
お
O
O
唱
』
雪
P

　
凹
刈
、
岩
尾
二
〇
〇
〇
及
び
引
用
文
献
を
参
照
。

⑪
巨
「
入
」
の
ω
畠
⑦
「
一
団
」
。
ω
o
げ
ヨ
鼠
F
§
簿
駐
さ
8
b
ミ
N
細
き
跨
ぎ
、
・
慰
き
ミ
》

　
は
ぎ
簿
。
・
購
書
し
・
島
を
「
窟
主
」
と
「
民
衆
駄
と
し
（
写
血
①
）
、
蜜
ω
爵
ρ
》

　
§
ぽ
§
㍗
事
例
慧
b
ミ
ご
、
ミ
壱
は
そ
の
説
明
を
踏
襲
す
る
。
一
方
U
歩
黎
ミ
§
－

　
き
～
曳
§
爵
ミ
§
ミ
屠
（
℃
．
O
㎝
O
）
、
落
馬
中
点
蔵
漢
大
辞
典
』
（
二
〇
七
二
頁
）
に

　
よ
る
と
、
巳
6
。
号
は
俗
人
を
指
し
、
そ
れ
も
寺
院
に
属
す
る
民
（
一
訂
も
。
山
Φ
）
と

　
は
区
別
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
ど
う
も
邑
巴
Φ
と
は
、
特
別
待
遇
の
無

　
い
一
般
的
な
民
衆
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
あ
る
よ
う
だ
。
補
注
参
照
。

25 （497）



⑫
藤
枝
一
九
六
｝
、
二
二
八
i
二
二
九
頁
。

結

び

26 （498）

　
以
上
の
考
察
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
曙
き
臼
餌
、
瓦
窯
Φ
と
行
人
部
落
は
従
来
同
一
の
集
団
を
指
す
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、

誤
り
で
あ
る
。
行
人
部
落
は
固
有
名
詞
で
は
な
く
、
「
軍
戸
部
落
」
を
指
す
一
般
名
詞
で
あ
り
、
使
者
の
役
割
を
果
た
す
部
落
で
は
な
い
。
沙

州
は
支
配
当
初
、
宗
教
関
係
者
以
外
は
全
て
民
戸
に
属
さ
れ
、
そ
れ
は
綜
綿
部
落
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
綜
綿
部
落
以
外
に
草
戸
は
無
か
っ
た
の

で
あ
り
、
そ
こ
で
わ
ざ
わ
ざ
「
民
力
部
落
」
（
α
Q
受
毒
α
q
σ
q
誘
伍
①
）
と
い
う
必
要
が
無
か
っ
た
。
後
、
そ
の
内
一
部
が
軍
戸
と
し
て
選
出
さ
れ
、
沙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

州
に
お
い
て
軍
戸
－
民
戸
の
関
係
は
即
ち
行
入
部
落
（
圏
α
q
o
仙
犀
団
一
ω
傷
Φ
）
1
綜
綿
部
落
（
富
な
臥
巴
Φ
）
の
関
係
と
な
っ
た
。

　
は
じ
め
に
昆
戸
と
し
て
登
録
さ
れ
、
後
に
そ
の
一
部
が
軍
戸
と
し
て
選
出
さ
れ
る
の
は
、
お
そ
ら
く
沙
州
の
み
の
特
殊
な
事
情
で
は
あ
る
ま

い
。
P
T
一
〇
八
九
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
涼
州
は
沙
州
よ
り
早
く
に
支
配
下
に
入
っ
た
に
も
拘
わ
ら
ず
漢
人
軍
戸
の
存
在
が
認
め
ら
れ
な
い
。

そ
れ
は
裏
を
返
せ
ば
涼
州
の
漢
人
は
艮
戸
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

　
沙
州
に
お
け
る
基
本
的
な
支
配
体
制
の
構
造
を
解
明
し
た
今
、
次
の
課
題
は
、
一
つ
に
は
各
部
落
の
具
体
的
な
位
置
の
解
明
で
あ
り
、
ま
た

一
つ
に
は
支
配
体
制
の
変
遷
の
解
明
で
あ
る
。
軍
戸
が
成
立
し
た
年
や
二
部
落
か
ら
三
部
落
に
分
か
れ
た
年
な
ど
未
だ
不
明
な
点
は
多
い
。
そ

れ
ら
問
題
を
一
つ
づ
つ
解
明
す
る
事
に
よ
り
、
吐
蕃
の
全
州
支
配
体
制
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
出
来
る
は
ず
だ
。
同
時
に
そ
れ
は
、
そ
の
他

の
吐
蕃
支
配
地
と
比
較
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
い
ま
だ
謎
の
多
い
吐
蕃
国
家
自
体
の
理
解
へ
と
つ
な
が
る
の
で
あ
る
。

　
①
な
お
、
二
戸
と
絹
と
の
関
係
に
つ
き
、
或
い
は
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
期
に
お
け
る
綜
　
　
お
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
期
に
お
け
る
三
戸
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
中
央
ア
ジ
ア
学
フ

　
　
料
と
関
係
付
け
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
モ
ン
ゴ
ル
の
中
差
は
包
銀
・
綜
料
の
一
一
　
　
　
　
オ
ー
ラ
ム
の
席
上
大
阪
国
際
大
学
経
営
情
報
学
部
松
田
孝
～
、
大
阪
大
学
文
学
部

　
　
本
立
て
で
あ
っ
た
が
、
当
初
オ
ゴ
デ
イ
期
に
は
綜
料
の
み
を
面
戸
に
徴
し
て
い
た
。
　
　
　
　
森
安
孝
夫
両
教
授
に
ご
指
摘
頂
い
た
。

　
　
安
部
一
九
七
二
、
二
〇
1
二
一
頁
参
照
。
も
し
二
者
が
関
連
す
る
な
ら
、
綜
綿
部

　
　
落
と
は
、
「
綜
綿
を
徴
集
さ
れ
る
部
落
」
と
い
う
意
味
に
も
解
釈
で
き
得
る
。
な
　
　
　
　
補
注
臼
脱
稿
後
、
後
代
の
チ
ベ
ッ
ト
語
文
献
や
、
特
に
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
期
の
命
令
文
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に
ヨ
冨
号
が
現
れ
る
こ
と
に
気
が
付
い
た
。
U
’
ω
畠
島
氏
に
よ
れ
ば
、
邑
ω
号

　
は
モ
ン
ゴ
ル
語
の
騨
α
q
①
⇒
に
相
当
す
る
と
い
う
。
。
｛
．
惣
8
目
ω
。
匿
三
王
、
ミ
馨

　
§
蹴
浄
、
碁
S
ミ
い
§
§
ミ
悪
駐
急
箋
ミ
こ
G
9
ミ
壱
憶
馬
§
翫
旨
曹
9
貯
ミ
ぎ
（
ω
梓
’

　
〉
些
事
蔦
『
＜
O
国
玉
誇
①
塁
。
訂
｛
賞
く
Φ
蕾
α
q
一
〇
謡
）
螂
■
一
①
O
．

参
考
文
献

池安
田　部

　　健
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史
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史
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吐蕃支配下敦煙の漢人部落（岩尾）
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Chinese　Districts　in　Tibetan一一rLiled　Dunhuang：

Focusing　on　the　Xingren－buluo行人部落

by

IwAO　Kazushi

　　The　aim　of　this　article　is　to　claxify　the　basic　framework　of　the　system　of　political

dornination　in　Tibetan－ruled　Dunhuang．

　　First，1　focus　on　the　xingren－buluo行人部落，　one　of　the　a（iministrative（五stricts

set　up　in　DunhuaRg．　Since　Akira　Fujieda’s　s£udy，　it　has　been　beljeved　that　the

Chinese　word　xingren－buluo　was　the　equivalent　of　the　TibetaR　mpan　rna’i　sde，　and

tkat　it　meant　a　“messengey　division．”　But　an　examination　of　documents　in　both

Tibetan　and　Chinese　reveals　that　xingren－buluo　is　not　the　equivalent　of　nyan　rna’i

sde，　but　corresponds　instead　to　rgod　feyi　sde，　“a　mlitayy　district．”

　　Second，　1　consider　the　．a－yung　in　Dunhuang．　ln　the　Old　Tibetan　Empire，　People

weye　divided　into　rgod　“military”　and　g－yung　“civi1”　districts，　therefore，　as　a　rgod

leyi　sde　existed　at　Dunhuang，　there　must　also　have　been　a　g－yung　gi　sde，　although

the　use　of　the　word　g－yung　gz’　sde　itself　has　not　been　documeRted．　One　tinds

instead　the　word　simian－buluo綜綿部落pa辻ed　w｛th　xingren－buluo　in　Ch｛nese

documents，　and　dar　Pa’i　sde　paired　with　rgod　leyi　sde　in　TibetaR　sources．　Simian－

buluo　is　thus　the　Chinese　tyanslation　of　dar　pa’i　sde　and　theref6re　the　8つ，ung　gi　sde

of　Dunhuang　was　the　equivalent　of　simian－buluo，　civi1　district．

　　Fifially，　1　coRsidey　the　changes　in　political　domination　in　margirial　areas　of　the

OId　Tibetan　Empire．　Through　an　exarnination　of　excavated　documents　and　Tibetan

historical　materials，　it　becomes　clear　that　each　rnilitary　district　was　of　a　regular

size　with　a　population　of　stong　sde，　“a　tltousand　households”，　but　the　population　of

civi1　districts　was　not　fixed．　Judging　from　the　above，　it　may　be　theorized　that

process　of　pohdcal　dom血adon血m餌蜘al孤eas　pぎoceed血the　fo盤owing　ma㎜er．

Most　people　were　first　registered　as　a　g－yung，　and　then　some　of　them　were

chosen　as　a　rgod．　As　most　people　were　a　part　of　g－yung，　there　would　have　been

no　reason　to　employ　the　appellation　g－yung　gi　sde．　lnstead，　a　spechic　name　was

employed　for　each　district，　and　simian－buluo　is　a　good　example　of　such　a　usage．
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